
― 1 ― 

 

令和３年陸別町議会３月定例会会議録（第４号） 
 

招 集 の 場 所        陸 別 町 役 場 議 場             

開 閉 会 日 時       

及 び 宣 告        

開会 令和３年３月12日 午前10時00分 議 長  本 田   学 

散会 令和３年３月12日 午後２時57分 議 長  本 田   学 

応（不応）招議
員及び出席並       
びに欠席議員        

議席 
 
番号 

 
氏  名 

 

出席等 
 
の 別 

議席 
 
番号 

 
氏  名 

 

出席等 
 
の 別 

出席   ７人 

欠席   ０人 

凡例 

 ○ 出席を示す 

 ▲ 欠席を示す 

 × 不応招を示す 

 ▲○ 公務欠席を示す 

１ 中 村 佳 代 子        ○    

２ 三 輪 隼 平        ○    

３ 久 保 広 幸        ○    

４ 谷  郁 司        ○    

６ 多 胡 裕 司        ○    

７ 渡 辺 三 義        ○    

８ 本 田  学        ○    

会議録署名議員   谷  郁 司          多 胡 裕 司         

職務のため議場に       

出席した者の職氏名        

事務局長 

        庄 野 勝 政 

主任主査 

       竹 島 美 登 里 

法第１２１条の規定        

により出席した者の        

職氏名             

町     長 野 尻 秀 隆 教  育  長 有 田 勝 彦 

監 査 委 員        飯 尾   清 農業委員会長（議員兼職）        多 胡 裕 司        

    

町長の委任を受けて        

出席した者の職氏名        

 

 

 

 

副 町 長        早 坂 政 志 会 計 管 理 者        棟 方 勝 則        

総 務 課 長        副 島 俊 樹        町 民 課 長        （棟方勝則）        

産業振興課長        今 村 保 広        建 設 課 長        清 水 光 明        

保健福祉センター次長        丹 野 景 広        総 務 課 参 事        高 橋 直 人 

国保関寛斎診療所事務長        （丹野景広）        総 務 課 主 幹        菅 原 靖 志 

    

教育長の委任を受けて        

出席した者の職氏名        

教 委 次 長        空 井 猛 壽          

    

農業委員会会長の委任を       

受けて出席した者の職氏名        

農委事務局長        瀧 口 和 雄   

    

選挙管理委員会委員長の       

委任を受けて出席した       

者の職氏名           

    

    

    

議 事 日 程           別紙のとおり 

会 議 に 付 し た 事 件           別紙のとおり 

会 議 の 経 過           別紙のとおり 



― 2 ― 

◎議事日程 

日程 議 案 番 号 件          名 

１         会議録署名議員の指名 

２ 議 案 第 ２ ８ 号        令和３年度陸別町一般会計予算 

３ 議 案 第 ２ ９ 号        令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算 
 
４ 

 

 
議 案 第 ３ ０ 号        

 

令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 
 

予算 

５ 議 案 第 ３ １ 号        令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計予算 

６ 議 案 第 ３ ２ 号        令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計予算 

７ 議 案 第 ３ ３ 号        令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算 
８ 議 案 第 ３ ４ 号        令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算 

 

◎会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 



― 3 ― 

開議 午前１０時００分 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、４番谷議員、６番多胡議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第２８号令和３年度陸別町一般会計予算 

◎日程第３ 議案第２９号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計予算 

◎日程第４ 議案第３０号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計予算 

◎日程第５ 議案第３１号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計 

予算 

◎日程第６ 議案第３２号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会 

計予算 

◎日程第７ 議案第３３号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別 

会計予算 

◎日程第８ 議案第３４号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会 

計予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 議案第２８号令和３年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第３４号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第２８号令和３年度陸別町一般会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４９億４,５４２万３,０００円とするもので

あります。 

 続きまして、議案第２９号令和３年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算です

が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億３,７０３万８,０００円とするもの

であります。 
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 続きまして、議案第３０号令和３年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算ですが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億４,１４９万円とするもので

あります。 

 続きまして、議案第３１号令和３年度陸別町簡易水道事業特別会計予算ですが、歳入

歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億８３７万４,０００円とするものであります。 

 続きまして、議案第３２号令和３年度陸別町公共下水道事業特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３,８４８万５,０００円とするものであり

ます。 

 続きまして、議案第３３号令和３年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算ですが、

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億１,７０８万２,０００円とするものであ

ります。 

 続きまして、議案第３４号令和３年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算ですが、歳

入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,０８１万円とするものであります。 

 以上、議案第２８号から議案第３４号まで、７件を一括提案させていただきます。 

 内容につきましては、副町長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから議案第２８号から議案第３４号まで

一括して説明をさせていただきます。長時間の説明となると思いますが、よろしくお願

いいたします。 

 まず、説明の前に、本日、皆さんのお手元に追加の議案説明書を配付させていただい

ております。その資料の中の資料ナンバー２については追加の資料でありますが、資料

ナンバー１につきましては、さきに送付しております議案説明書の資料ナンバー３５－

２の図面の地図の部分が印刷が薄く分かりにくいものでありましたので、改めて本日、

追加の説明資料として配付させていただいておりますので、御了承いただきたいと思い

ます。 

 それでは、説明に入りますが、説明に当たりまして、全会計に共通する事項でありま

すが、令和２年度、昨年度または前年度、令和３年度は、今年度または本年度としまし

て、新規事業、大型事業、主要事業、これらを中心に説明をさせていただきたいと思っ

ております。 

 また、令和３年度より、これまで規定を設けておりませんでした国保会計、介護保険

会計、後期高齢者医療会計におきまして、議案において一時借入金の規定を設けまし

て、それぞれ一時借入金の利子に係る予算も併せて計上しております。それぞれ独立し

た会計処理をするという意味で、必要な項目であると考えましたので、今回設けさせて

いただいておりますので、あらかじめ御了承いただきたいと思います。 

 次に、歳出の８節旅費についてでありますが、昨年度は普通旅費の中から支出させて
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いただいておりました会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償につきまして、今回の議

案で、説明欄におきまして、通勤に係る費用弁償として表記させていただいております

ので、こちらもあらかじめ御承知いただきたいと思います。 

 それでは、初めに、本年度予算の総括について説明いたします。 

 議案説明書、資料ナンバー２５を御覧いただきたいと思います。 

 資料ナンバー２５、資料は、令和３年度陸別町予算総括表でありまして、令和３年度

当初予算と令和２年度の当初予算を比較した表となっております。 

 内容につきましては、町政執行方針におきまして町長が述べておりますが、昨年の当

初予算と比較しますと、一般会計では５,１８１万５,０００円の減、特別会計と合わせ

ますと総額で２６４万３,０００円の増となっております。 

 なお、資料にはございませんが、一般会計の経常経費につきましては、２４億９,７５

８万２,０００円で、前年度より１,７９２万１,０００円の増、臨時経費、投資的経費に

つきましては２４億４,７８４万１,０００円で、６,９７３万６,０００円の減となって

おります。 

 一般会計の当初予算におけます昨年との比較では、地方交付税が９５１万９,０００円

の増、基金につきましては５０７万７,０００円の減、地方債につきましては１億６,２

４０万円の減によりまして、収支のバランスを取っております。 

 また、資料ナンバー２６には、地方交付税の状況、資料ナンバー２７には、過疎対策

事業の過疎地域自立促進特別事業、いわゆる過疎ソフトの一覧表、戻りますが、資料ナ

ンバー４に、令和元年度末現在の額から令和３年度の予算計上額によります各年度の現

在額を記載しました基金別積立金の状況の資料がございますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。 

 それでは、これより議案の説明に入らせていただきます。 

 議案書、一般会計予算の１ページをお開きください。 

 議案第２８号令和３年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、期

間及び限度額は、「第２表債務負担行為」による。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額
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は１０億円と定める。 

 歳出予算の流用。 

 第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給与、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項間の流用。 

 それではこれより、事項別明細書により説明いたします。 

 歳出から説明したいと思いますので、３９ページをお開きください。 

 ３９ページ、３、歳出であります。 

 初めに、人件費の関係でありますが、特別職、一般職の人件費関係につきましては、

１７１ページから１７８ページに給与費明細書がございます。それから、議案説明書の

資料ナンバー８１に、科目別職員数調べがつけてありますので、後ほど御覧いただきた

いと思います。 

 それでは、款ごとに説明をしてまいります。 

 １款議会費１項１目議会費は５,１５８万３,０００円。前年比３６万２,０００円の減

額の予算計上であります。前年は議場のデジタル録音機器更新に３９万６,０００円を計

上しておりまして、その分が減額となっております。そのほか１節報酬から４１ページ

の１８節負担金補助及び交付金まで、前年同様の計上であります。 

 ４１ページの中段を御覧ください。２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２億

３,１８０万３,０００円、前年比２,１７３万３,０００円の増額の予算計上でありま

す。増額の主な要因としましては、給与、手当、共済費で４７６万８,０００円、車両借

上料２４６万４,０００円、事務用備品購入費７３３万円、北海道自治体情報システム協

議会への負担金４９２万１,０００円の増額などであります。１節報酬から１２節委託料

の４４ページまで、こちらは例年同様の予算計上であります。 

 ４４ページを御覧ください。中段の１３節使用料及び賃借料の車両借上料２５０万円

でありますが、新年度より町長公用車の運行を廃止しまして、町長等の公務出張の際に

は陸別ハイヤーの借り上げにより対応したいと考えております。 

 なお、陸別ハイヤーが確保できない場合は、総務課または担当課職員、あるいは町長

自らが公用車を運転して運行することとなります。 

 続きまして、１７節備品購入費の事務用備品は、平成２４年に購入しました輪転機が

故障により使用不能となっておりますので、その代替機としましてカラー印刷機１台

と、平成２２年に購入しました、１０年以上経過したラインプリンター１台を更新しよ

うとするものであります。 

 １８節負担金補助及び交付金は、４５ページにあります北海道自治体情報システム協

議会についてであります。電算システムの強靱化環境公開に係る負担金４９２万１,００

０円を加えまして３,４４８万２,０００円を計上しております。北海道自治体情報シス
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テム協議会の負担金につきましては、議案説明書、資料ナンバー２８に、全科目におけ

る支出分の予算の一覧表がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、２２節償還金利子及び割引料でありますが、令和元年度に備荒資金組合の資金

で購入し、譲渡を受けましたシンクライアント８０台分の償還金で、令和５年度までの

償還となっております。 

 続きまして、２目文書広報費は８５１万８,０００円、前年比２,７３５万４,０００円

の減額の予算計上であります。前年は、防災行政無線「愛の鐘」の整備事業で２,７６３

万２,０００円の計上がありました。主にその分の減額でありまして、８節旅費から次の

ページの１８節負担金補助及び交付金まで、前年同様の予算計上であります。 

 ４６ページを御覧ください。 

 ３目財政管理費は６７万４,０００円で、前年同額。１０節需用費、印刷製本費は、予

算書８０部の印刷で、例年同様の計上であります。 

 ４目会計管理費は３３６万２,０００円、前年比４万２,０００円の減額の予算計上

で、１０節需用費、印刷製本費は、決算書８０部と出納関係帳票の印刷。１１節役務費

は、金融機関に関する口座振替、窓口収納、派出事務手数料が主な内容で、例年同様の

計上であります。 

 ５目財産管理費は２億８,１２７万３,０００円、前年比１億１１１万５,０００円の増

額の予算計上であります。この目では、主に財産関係の管理費となりますけれども、総

務課関係では、役場庁舎、福祉館、公用車、りくべつ鉄道などの維持管理費や公共施設

の除排雪、基金関係などの予算。町民課関係では、地積図、テレビ中継局光ケーブル、

通信管理などの予算。教育委員会関係では、タウンホールの維持管理などの予算が計上

されております。 

 主な増減の内容、新規事業等について御説明いたします。 

 まず、１０節需用費、１１節役務費につきましては、例年同様の予算計上でありま

す。 

４８ページになりますが、１２節委託料の施設設備等改修では１,２１９万９,０００円

のうち、町有駐車場の外灯８基のＬＥＤ化で７０万４,０００円を計上しております。同

じく施設周辺整備では２,３９５万５,０００円のうち、りくべつ鉄道関係で、駅構内の

枕木交換１,６１０万４,０００円、休憩所設置で７５万７,０００円、分線駅ホーム設置

で５３万９,０００円、分線駅線路延長で１１８万８,０００円を計上しております。こ

の関係では、商工会からの要望もありまして、今年度中に石井踏切から分線駅までの往

復５.４キロメートルの新たな運転体験コース運行を開始したいと考えているところであ

ります。コミュニティバスの運行につきましては、３か月分で１８８万円、前年より５

２１万２,０００円の減。次のページの庁舎管理の一番下、基本設計は、役場庁舎の換気

自動制御等設備更新のための実施設計で９１１万９,０００円の計上であります。 

 ５０ページを御覧ください。１３節使用料及び賃借料は、例年同様の予算計上であり
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ます。次のページ、１４節工事請負費に移りまして、りくべつ鉄道施設建設工事は、分

線駅に気動車等２両を収納できる１９４.４平米の木造平屋建ての車両庫の建設でありま

して、２,７６８万５,０００円の計上。建物解体は、平成２７年に寄附を受けました旧

鹿野水産店舗等の解体で８９１万円の計上。この建物につきましては、老朽化によりま

して非常に危険な状態となってきておりますことから、早急に解体しようとするもので

あります。庁舎改修は、昭和６３年の供用開始からこれまで大きく手をかけてこなかっ

た役場庁舎タウンホールの災害対策としての改修及び長寿命化を図るための改修であり

まして、非常用自家発電機設置３,９０６万３,０００円、タウンホールのエアコン設置

１,９２８万３,０００円、屋上防水改修工事は、２か年計画の１年目で１,０２１万９,

０００円、電話設備取替え改修工事で６３８万円、合わせまして７,４９４万５,０００

円を計上しております。施設設備改修は、若葉生きがい交流館の外壁等の塗装でありま

して４７９万６,０００円、貸付事務所の森林組合の土間、玄関、階段の改修で１０７万

８,０００円、合わせまして５８７万４,０００円の計上であります。 

 議案説明書の資料ナンバー２９に、鉄道施設整備の位置図、資料ナンバー３０に、町

有建物等の解体箇所図、資料ナンバー３１－１と２に、役場庁舎の非常用自家発電機の

設置図、それから資料ナンバー３２に、タウンホールのエアコン設置図、資料ナンバー

３３に、役場庁舎の屋上防水箇所図がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと

思います。 

 それでは、１５節原材料費ですが、こちらは例年同様の計上。１７節備品購入費は、

管理用備品では１２６万７,０００円のうち、新年度で建設する新町交流館の備品購入と

しまして９９万５,０００円の計上で、議案説明書、資料ナンバー３４に購入する備品の

一覧表がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １８節負担金補助及び交付金は例年同様の予算計上。２４節積立金は、各基金の利息

の積立ての予算を計上しております。 

 続きまして、５２ページをお開きください。 

 ただいま説明しました基金の積立てのうち、いきいき産業支援基金には、優良家畜導

入支援事業貸付金の約定償還金２,８６８万１,０００円。森林環境譲与税基金積立金に

は、今年度交付見込みの森林環境譲与税２,６７７万５,０００円が入っております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー５に基金別の積立金の状況がありますので、後ほど

御覧いただきたいと思います。 

 次に、６目町有林野管理費は４,３０５万４,０００円、前年比１２４万２,０００円の

減額の予算計上で、前年は公用車購入の４１２万６,０００円の計上がありましたので、

それが減額の要因となっております。１節報酬から５３ページの１１節役務費までは、

例年同様の計上。１２節委託料では、前年まで計上していました森林現況調査業務を森

林環境譲与税事業に統合したことによりまして減額となっております。１３節使用料及

び賃借料から１５節原材料費につきましては、例年同様の計上であります。 
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 ５４ページを御覧ください。一番上の１７節備品購入費、作業用備品は、刈払機１台

とチェンソー１台、合わせて１３万４,０００円の計上。１８節負担金補助及び交付金

は、例年同様の計上であります。 

 なお、議案説明書の資料ナンバー３５－１と、本日配付いたしました追加資料の１

に、町有林管理事業収支一覧表と実施箇所位置図がございますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

 続きまして、７目企画費は７,７９０万２,０００円、前年比１,３１０万３,０００円

の増額の予算計上で、新規事業のワーケーションモニター事業や地域内交通対策事業の

計上が主な増額の要因であります。この目には、ちょっと暮らし住宅３戸、定住促進住

宅４戸、移住産業研修センター８戸などの管理経費ですとか、ふるさと納税促進事業な

どが含まれて、予算計上されております。 

 １節報酬から５５ページの１１節役務費までは例年同様の予算計上。１２節委託料６

２６万８,０００円のうち、ふるさと納税は、１００件増やしまして６００件を見込みま

して、３６０万３,０００円の計上。新規事業のワーケーションモニター事業は２３２万

１,０００円の計上であります。 

 このワーケーションモニター事業の内容につきましては、資料により説明をしたいと

思いますので、議案説明書、資料ナンバー３６を御覧ください。 

 この事業につきましては、昨年からのコロナ禍によりまして、これまで実施してきま

した新農林業人材発掘プログラム事業の実施は難しくなりまして、逆に首都圏を中心に

普及しているテレワークに視点を移しまして取り組もうとするものであります。 

 事業の概要につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止や最大リスクマネジメ

ント等の観点から、首都圏を中心にテレワークが普及していることに伴いまして、道内

企業等を対象として、二組程度の参加を想定し、ワーケーションモニター事業を実施し

ようとするものであります。事業参加者から陸別町の生活環境や通信環境について

フィードバックをもらうことで、利用者ニーズの把握や受入れに当たっての課題の洗い

出しを行い、当町のワーケーション資源の魅力向上と発信、関係人口の創出につなげる

取組を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、１から４までありますが、移住体験住宅やぷらっと等を活用し

たテレワーク環境の提供、りくべつ鉄道や天文台を基本とする観光体験、滞在期間中の

体験記ですとかモニターアンケートの実施、それから分析、募集時の広報素材として、

さきに言いました①と②の紹介画像を作成するというものであります。期間につきまし

ては、１週間程度の滞在を見込んでおります。募集方法などにつきましては、記載のと

おりでありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、予算書５６ページをお開きください。 

 １３節使用料及び賃借料は例年同様の計上。１７節備品購入費は、移住体験住宅用の

消火器３本の更新と備えつきの備品が故障した場合の対応用としまして、１７万７,００
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０円の計上。 

 １８節負担金補助及び交付金は、まず、５７ページの上から三つ目に記載しておりま

す地方創生推進交付金事業負担金２０５万７,０００円について説明いたします。この負

担金につきましては、北海道十勝地域と東京たいとう・すみだ連携交流事業に５５万７,

０００円、ＵＩＪターン新規就業支援事業に１００万円、交通モードの利活用により、

地域の内外をつなぐ交流人口推進事業に５０万円を計上しております。 

 北海道十勝地域と東京たいとう・すみだ連携交流事業から、資料により説明をしたい

と思いますので、議案説明書、資料ナンバー３７－１を御覧ください。 

 資料の３７－１です。この事業につきましては、昨年度から特別区、全国連携プロ

ジェクトとして、十勝町村会が取りまとめて進めています十勝１８町村と東京都の台東

区と墨田区との連携事業であります。この事業期間につきましては、令和２年から４年

までの３年間のうちの今年が２年目となります。補助率は２分の１の地方創生推進交付

金を活用しています。事業費につきましては、令和３年度の事業費は２,７３６万８,０

００円でありまして、このうち陸別町の負担は３.４７％の歳出が５５万７,０００円、

歳入が２７万８,０００円となります。主な事業内容としましては、江戸の伝統を生かし

た十勝産品による新しい食文化の創出事業。②としまして、十勝・東京スポーツ・アウ

トドア交流拡大事業。③としまして、十勝地域と東京たいとう・すみだ戦略的交流事業

でありまして、詳細につきましては記載のとおりであります。 

 なお、１年目の令和２年度につきましては、このコロナ禍で首都圏の緊急事態宣言の

発令などもありまして、交流には至りませんでしたが、収束後の活動に向けて町村会と

東京都の各区との事務方によりますウェブ会議のみの実施にとどまっているということ

で報告を受けております。 

 続きまして、交通モードの利活用により地域の内外をつなぐ交流人口推進事業につい

てでありますが、次の資料ナンバー３７－２を御覧ください。 

 この事業は新規事業であります。事業概要につきましては記載のとおりであります。

複数市町村をまたぐ幹線系統を中心とする地域交通について、住民や観光客などの利用

者目線で、より利便性を高め、住民の外出機会や観光客の広域周遊を後押しし、持続可

能な確保に向けた方策を探る。また、市町村連携による広域のメリットを生かし、観

光、交通情報を一体的に発信することで、地域の魅力を向上させ、域内外の交流人口の

拡大を図るというものです。事業期間につきましては、令和３年から５年の３年間であ

りまして、補助率は２分の１の地方創生推進交付金を活用して行おうとするものであり

ます。 

 この事業につきましては、北海道十勝総合振興局が中心となって進めます十勝管内１

７市町村との連携事業であります。 

 なお、地域間幹線系統の運行がない豊頃町と浦幌町につきましては不参加となってお

ります。 
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 令和３年度の事業費につきましては２,０５０万円で、このうち陸別町の負担につきま

しては５０万円、うち２５万円が歳入となります。 

 実施主体は、仮称になりますが、十勝地域交通活性化協議会を設置する予定とされて

おりまして、構成員につきましても、下記のとおり予定されているということでありま

す。 

 主な事業内容につきましては、①から⑦までとなっております。 

 ①としまして、公共交通の利用実態調査。②としまして、地域情報アプリによる行動

履歴調査。③として、住民向けワークショップの開催。これはニーズ調査を含みます。

④としまして、観光誘客に向けた新たな旅行商品の企画。⑤番目、観光、移住関連デー

タ整理と情報の一元的な発信。⑥番目、総合情報共有ＳＮＳサイトの立ち上げ。⑦番

目、十勝広域の地域公共交通計画策定が考えられております。 

 それでは、予算書の５７ページにお戻りください。 

 このほかにもう１件、先ほど説明しましたが、北海道ＵＩＪターンの新規就業支援事

業がありますが、これは令和２年度から参画しております。北海道が運営するマッチン

グサイトに求人登録のある企業等に就業または北海道が実施する起業支援により起業さ

れた方に移住支援金を支給するという事業であります。 

 次に、上から５番目の通学定期差額補助事業でありますが、高校生の通学定期購入に

係る補助で２４名分、７１４万４,０００円の計上。補助金では、移住定住促進住宅建設

等補助１,４００万円、まちづくり事業２００万円、民間活用住宅建設事業、こちらが単

身者用１戸と世帯用１戸で６３０万円、太陽光発電設置事業３件分１５０万円、しばれ

技術開発研究事業９７万５,０００円、景観形成事業１０件で３５０万円。そして、新規

事業としまして、地域内交通対策事業１,５００万円を計上しております。 

 この地域内交通対策事業につきましては、町内の陸別ハイヤーを利用しまして、デマ

ンド型乗合タクシー事業と交通費助成事業の二本立てによる町内移動の利便性を図りた

いとして考えている事業でございます。 

 資料によりまして説明したいと思いますので、議案説明書、資料ナンバー３８を御覧

ください。 

 資料ナンバー３８につきましては、デマンド型乗合タクシー運行事業でありますが、

まず、デマンド型乗合タクシーというのは、制度上、不特定多数の利用者が一つの車両

に一緒に乗る形態で、利用者が個々に運賃を支払う形で、通常タクシーとして使ってい

る車両を乗合事業の許可を取ることにより運行することができるというもので、ドア・

ツー・ドアの運行は可能ですが、事前予約によります区域運行とし、効率的な運行が求

められるというものであります。運行開始は令和３年７月１日から、道路運送法第２１

条によります実証実験として始めたいと考えております。これに伴いまして、コミュニ

ティバス、高齢者等交通費助成事業については終了する予定であります。 

 実施主体につきましては、町内の有限会社陸別ハイヤー。運行地域は町内全域になり
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ます。運行日は月曜日から土曜日で、日曜日、祝日、年末年始は運休となります。運行

時間につきましては午前７時から午後７時までで、このうち１３時から１４時が運休と

なります。乗車方法につきましては、事前予約方式で、規定上、予約がない場合の運行

はできないとなっておりますが、この規定によりまして、必ず電話により連絡をしてい

ただき、利用していただくこととなります。したがいまして、町内では余りございませ

んが、路上で運行中の空車のハイヤーを手挙げにより止めて乗車するということは、こ

のデマンド型乗合タクシーではできないということになります。運賃につきましては、

１回の乗車につき２００円。なお、診療所受診後の薬局までの乗車に係る運賃は免除し

たいと考えております。あと、１回の乗車ということにつきましては、目的地までの乗

車でありまして、中間での車両の待機は行いません。町負担額等につきましては、本事

業における赤字分を事業者に対して補助金として負担しようと考えております。 

 このほか、この実証実験につきましては、陸別町地域公共交通会議、これは仮称であ

りますが、ここから事業者への要請により実施されるということになります。 

 この地域公共交通会議というのは、地域のニーズに応じた多様な形態の運送サービス

の普及を促進、利便性の向上のため、地域の実情に応じた地域交通の運行について、地

方公共団体が主催者となり、地域の関係者による合意形成を図る場として設置するもの

でありまして、これも制度上必ず設置しなければならないこととなっております。 

 なお、先ほども申し上げましたが、デマンド型乗合タクシーの運行による隙間がござ

います。運休時間と運休日、それから午後７時から午後１０時までの運営時間の間の利

用につきましても、利用者におかれては、変わりなく１回の乗車が２００円でハイヤー

利用ができるように、交通費助成を組み合わせて、町内利用の利便性を図りたいという

考えでありまして、現在、内容の調整を図っているところでありますので、御理解をい

ただきたいと思います。 

 それでは次に、予算書５８ページをお開きください。 

 ５８ページの上の交付金につきましては、例年同様の計上となっております。 

 続きまして、８目公平委員会費は２万３,０００円の予算計上で前年同額。内容につき

ましても例年同様であります。 

 ９目交通安全対策費も１１２万９,０００円、前年比３,０００円の減額の予算計上

で、８節旅費から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様。 

 次のページに移りまして、１０目諸費も３４６万９,０００円、前年比３,０００円の

減額の予算計上で、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であ

ります。 

 続きまして、６０ページをお開きください。 

 ６０ページの１１目交流センター管理費につきましては５,３１５万９,０００円、前

年比１,７０８万７,０００円の増額の予算計上であります。内容としましては、１０節

需用費から６１ページの１３節使用料及び賃借料まで、例年同様でありますが、１４節
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工事請負費で、平成５年の開設から２８年使用してきましたふるさと交流センターのボ

イラー更新のために１,９２５万円を計上しております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー３９に、ふるさと交流センター運営事業の一覧がご

ざいますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、１２目銀河の森管理費は７,３５８万４,０００円、前年比３６５万９,０００円

の減額の予算計上で、前年でコテージ村のＬＥＤ化工事が終了しました。それから、昨

年はパソコンを更新したことなどがありまして、それらが主な減額の要因であります。

この目では、関係職員の人件費、天文台、コテージ村、銀河の森の管理、専用水道の維

持管理等の経費を計上しております。内容としましては、１節報酬から６３ページの１

１節役務費までは、例年同様の上であります。 

 ６４ページに移ります。６４ページの１２節委託料の施設設備保守管理、ここには大

型望遠鏡ＧＰＳ装置自動較正改修としまして、２６２万２,０００円を含み計上しており

ます。以降、６５ページ、２６節公課費まで例年同様の計上であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４２、銀河の森の関係の委託料の内訳の一覧がつけてあり

ますので、後ほど御覧ください。 

 次に、１３目地域活性化推進費につきましては２,７９６万２,０００円、前年比３１

２万８,０００円の減額の予算計上であります。 

 まず、議案説明書、資料ナンバー４１の陸別町地域活性化推進事業を御覧ください。 

 これまでの活動経過及び令和３年度の事業概要は、ここに記載のとおりでありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思いますが、右上の地域活性化推進費につきましては、

調査研究に係る経費で６１８万４,０００円。その下の左からミネラルウオーター開発事

業は、１万５,０００本を新年度で製造しまして、１９３万４,０００円。薬用植物研

究、それから活用事業につきましては、栽培品目の絞り込み、商業化、商品化への調査

研究で、合わせて２３６万８,０００円。地域おこし協力隊は、商工観光推進員、酪農支

援推進員、農業環境支援推進員に、商工会からの要望によりまして、商工支援推進員を

取りやめまして、新たにりくべつ鉄道運行支援推進員を加えて４名分の経費１,７４７万

６,０００円を計上しております。 

 それでは、予算書６５ページにお戻りください。 

 予算減額の主な要因につきましては、任期満了によります新事業支援推進員分の経費

の減額ですとか、昨年は薬用植物研究事業における管理用・作業用備品の購入経費を計

上しておりましたので、その分の減額。それから、地域おこし協力隊の起業支援補助金

が昨年２名で計上からは、今年は対象が１名になりましたので、１名分としましたの

で、その分の減となっております。 

 ただいま説明しました減額の要因を除きまして、１節報酬から６６ページの１１節役

務費まで、例年同様の計上となっております。 

 ６６ページを御覧ください。 
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 １２節委託料になりますが、委託料のミネラルウォーターは１万５,０００本の製造で

１８４万７,０００円。地域おこし協力隊の紹介動画の作成で４４万円の計上でありま

す。１３節使用料及び賃借料は例年同様の計上。 

 次のページの１７節備品購入費、事務用備品は、地域おこし協力隊用のパソコン１台

分で２０万円の計上。１８節負担金補助及び交付金は、先ほど説明しました地域おこし

協力隊員の起業支援補助金、１名分で１００万円の計上をしております。１４目企業誘

致対策費は３万５,０００円の予算計上で前年と同額であります。 

 次、６８ページに移ります。 

 ２項徴税費１目税務総務費は２,５４３万１,０００円、前年比１,０３８万８,０００

円の減額の予算計上であります。職員の人件費を前年当初４名から３名の計上となった

ことによりまして、２節給料から４節共済費におけます９９５万４,０００円の減額。そ

のほか１節報酬から６９ページの２２節償還金利子及び割引料まで前年同様の計上であ

ります。 

 次に、２目賦課徴収費につきましては４００万５,０００円、前年比２４万８,０００

円の増額の予算計上。８節旅費から７０ページの１８節負担金補助及び交付金まで、前

年同様の計上であります。 

 ７０ページに移ります。 

 ７０ページの中央より下、１８節負担金補助及び交付金の十勝圏複合事務組合は、税

滞納整理機構への負担金でありまして、新年度は５名分、７２万４,８６８円を予定して

おります。 

 次のページの３項３目戸籍住民基本台帳費につきましては２,３８８万円、前年比３３

万２,０００円の減額の予算計上で、職員の人件費を前年当初１名から２名分の計上に

なったことによりまして、２節給料から４節共済費における５１３万１,０００円の増額

と、前年は１２節委託料におきまして、戸籍情報システム改修及び戸籍附票システム改

修費で６４２万４,０００円を計上しておりましたので、その分の減額が主な要因となっ

ております。これらの増減を除きまして、８節旅費から７２ページの１８節負担金補助

及び交付金まで、例年同様の計上であります。 

 ７２ページ、４項選挙費１目選挙管理委員会費は７０８万円、前年比４６万５,０００

円の増額の予算計上でありますが、１節報酬から７４ページの１８節負担金補助及び交

付金まで、前年同様の計上であります。 

 ７４ページに移ります。２目衆議院議員選挙費は皆増となりまして、４７７万６,００

０円の予算計上であります。今年中に選挙が執行されますので、１節報酬７０万３,００

０円、３節職員手当等２３４万６,０００円、４節共済費３万１,０００円、８節旅費５,

０００円、１０節需用費３３万６,０００円、１１節役務費２２万９,０００円、１２節

委託料８９万４,０００円、１３節使用料及び賃借料２３万２,０００円の所要の経費を

計上いたしました。 
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 なお、国政選挙となるため、同額を国庫委託金の収入で計上させていただいておりま

す。 

 選挙啓発費につきましては廃目であります。 

 ５項統計調査費１目指定統計調査費につきましては４９万４,０００円、前年比２２７

万４,０００円の減額の予算計上であります。前年は国勢調査の実施年でありましたの

で、その分が減額となりまして、１節報酬から７６ページの１３節使用料及び賃借料ま

で、御覧のとおりの計上であります。 

 次に、７６ページに移ります。 

 ６項１目監査委員費は２３０万５,０００円、前年比２,０００円の減額の予算計上

で、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで、前年同様の計上であります。 

 次のページに移りまして、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費は３億９,４

３１万８,０００円、前年比３７４万１,０００円の減額の予算計上であります。１節報

酬から７９ページの１１節役務費までは、例年同様の予算計上であります。 

 ８０ページをお開きください。 

 ８０ページに移りまして、１２節委託料のうち、８０ページ上段の計画策定等につい

てでありますが、これは地域福祉計画の策定支援業務委託で５２９万１,０００円を計上

しております。令和４年３月までに十勝管内全市町村が策定予定としておりまして、こ

の計画は保健福祉分野の上位計画に位置づけられるということになります。 

 次に、生活困窮者自立相談支援事業４１３万４,０００円の計上でありますが、これは

福祉事務所未設置町村の相談支援業務で、北海道につなぐための相談支援となりまし

て、社協で実施しておりますささえーる事業に併せて実施していただくよう社会福祉協

議会に委託するものであります。 

 併せまして、次の成年後見制度法人後見支援事業につきましては、市民後見人養成研

修の開催などで１６６万３,０００円、社会福祉協議会への委託事業となります。 

 １４節工事請負費は、防犯灯のＬＥＤ化事業で２７４万６,０００円、今年は共栄第一

と宇遠別で２８基の設置と、防犯灯の１基の撤去費用の計上であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４２に箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いただき

たいと思います。 

 続きまして、１７節備品購入費でありますが、成年後見支援事業に係るパソコン、ウ

エブカメラ、スピーカー等一式の購入で２５万１,０００円、福祉住宅の消火器３本の更

新、３万７,０００円の計上であります。１８節負担金補助及び交付金は２,９５４万円

の計上で、前年より１,０９８万２,０００円の減額となっておりますが、これは社会福

祉協議会の補助金で、運営費分で人件費分が他の委託料に計上されたことによります減

額であります。それから、前年、患者移送サービス事業におきまして、車両の購入費を

計上しておりまして、こちらも減額の主な要因となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー４３に社会福祉協議会補助金算定内訳書をつけております
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ので、こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次のページの１９節扶助費でありますが、医療費扶助費、交通費助成、障害サービス

等の給付費など、例年同様の計上であります。交通費助成につきましては、さきに説明

いたしました地域内交通対策事業へ移行のため、６月までの３か月分を計上しておりま

す。 

 次に、８２ページをお開きください。 

 ８２ページの冬期生活支援事業につきましては、昨年に引き続きまして２００万円の

計上であります。 

 ２７節繰出金は、国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金２,７８３万５,０００円

で、前年より８万８,０００円の減。介護保険事業勘定特別会計への繰出金は４,８８８

万円で、前年より６０万４,０００円の減となっております。 

 ２目老人福祉費は８,０３０万９,０００円、前年比５７４万５,０００円の増額の予算

計上で、増額の主な要因につきましては、介護事業用パソコンの購入、デイサービスの

介護度の高い方の利用者の減に伴います補助金の増額、老人福祉施設入所者の１名増の

見込みによる増額などであります。１節報酬から８３ページの１１節役務費まで例年同

様の計上でありますが、７節報償費の敬老祝い金についてですが、７７歳の喜寿が３４

名、８８歳の米寿が２１名、１００歳の長寿が４名となっております。 

 ８４ページをお開きください。 

 １２節委託料では、下から５事業目になります介護人材確保のための介護職員初任者

研修の実施でありまして、このために１３７万５,０００円を計上。次の介護用品支給事

業につきましては、制度改正によりまして、介護保険会計から一般会計における実施に

移行することとなりまして、５１万３,０００円の計上。訪問理美容サービス事業は、該

当者の利用見込みによりまして、３万３,０００円の計上。施設設備改修は、老人健康増

進センターの給油タンクについて、老朽化によりまして更新するため２２万５,０００円

を計上いたしました。１３節使用料及び賃借料は例年同様の計上であります。 

 次のページの１７節備品購入費につきましては、平成２７年から平成２９年に購入し

ました、保守切れとなります介護事業者支援システム用のパソコン３台とプリンター１

台の更新で３０３万５,０００円の計上。１８節負担金補助及び交付金では、介護度の高

い方の利用者が減となりましたことで、介護報酬が減るデイサービス運営事業への補助

金２,０１２万６,０００円の計上で、前年比としまして３４５万２,０００円の増額の計

上であります。このほかにつきましては例年同様の計上であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４４に、デイサービスセンター運営費補助金の資料

をつけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 １９節扶助費は、老人福祉施設入所措置費６０６万５,０００円の計上で、入所者１名

の増を見込んでおります。２６節公課費は、車両１台の車検に伴う自動車重量税であり

ます。 
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 ３目後期高齢者医療費は５,０７６万５,０００円、前年比１０２万３,０００円の減額

の予算計上であります。１８節負担金補助及び交付金は、北海道後期高齢者医療広域連

合への負担金で３,１７７万５,０００円、前年より１１７万６,０００円の減額でありま

す。 

 次に、８６ページをお開きください。 

 ８６ページの上の２７節繰出金ですが、後期高齢者医療特別会計への繰出金１,８９９

万円で、前年より１５万３,０００円の増額の計上であります。 

○議長（本田 学君） １１時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時００分 

                           再開 午前１１時１３分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、続きまして、８６ページ、２項児童福祉費１目児

童福祉総務費は９９２万３,０００円、前年比２９２万２,０００円の増額の予算計上で

あります。１節報酬から１２節委託料まで前年同様の計上。次のページの１８節負担金

補助及び交付金のうち、上から３行目の施設型給付費負担金についてでありますが、こ

ちらは置戸町の認定こども園の利用者１名が新年度で発生することとなりましたので、

必要な費用を計上しております。１９節扶助費のうち給付費の障害者介護給付費は、児

童発達支援事業の利用者１名増によります４０万７,０００円の増額の計上であります。 

 ２目児童福祉施設費は９,１１２万２,０００円、前年比２,４９８万４,０００円の増

額の予算計上でありまして、１歳児からの保育開始に向けた保育所の改修などが主な増

額の要因となっております。１節報酬から９０ページの１１節役務費まで、例年同様の

計上であります。 

 ９０ページの中央付近になりますが、１２節委託料の下から二つ目、地域子育て支援

拠点事業につきましては、これまで子育て支援センターの運営や相談業務など、町直営

で行ってまいりましたが、新年度より社会福祉協議会に子育て支援センターの運営を委

託するため５５０万９,０００円を計上いたしました。この事業の受託を始めることによ

りまして、人材の確保を図りまして、社会福祉協議会における子育て支援事業の拡充も

期待するところであります。その下の施設設備改修は、保育所のブランコの下に安全

マットを設置するため１８万５,０００円を計上。１３節使用料及び賃借料は例年同様の

計上。 

 次のページの１４節工事請負費２,７２８万円の計上につきましては、先ほど申し上げ

ましたが、１歳児からの保育に向けた保育所の改修で、主な内容は、既存の棚、ロッ

カーの撤去、手洗い場の移設、出入り口の改修、トイレの移設・新設であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４５に改修工事の箇所図をつけておりますので、後ほど御

覧いただきたいと思います。 
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 次、１７節備品購入費も１歳児からの保育に向けての棚、ロッカー、テーブル、椅

子、フリーフックスタンド、トイレ用ベンチ等の購入でありまして、１７０万１,０００

円の計上であります。１８節負担金補助及び交付金から２１節補償補塡及び賠償金まで

は、例年同様の計上であります。 

 ３目児童措置費は２,３５３万円、前年比１８万９,０００円の増額の予算計上で、１

９節扶助費は、児童手当の計上であります。 

 議案説明書、資料ナンバー４６に児童手当の区分ごとの支給内容、財源内訳の表がつ

けてありますので、こちらは後ほど御覧いただきたいと思います。 

 次に、９２ページに移ります。 

 国民年金費、国民年金事務取扱費につきましては、廃項、廃目としております。 

 続きまして、４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費にありますが、５,８７８

万２,０００円の予算計上で、前年比６１０万２,０００円の増額であります。増額の主

な要因につきましては、２節給料から４節共済費までの職員の人件費分で６０５万３,０

００円の増額。次のページの８節旅費から９４ページの２０節貸付金までは、例年同様

の計上となっております。 

 ９４ページをお開きください。 

 ９４ページの２目保健衛生施設費は３,１１９万３,０００円、前年比１,２２７万２,

０００円の減額の予算計上で、平成２９年度から実施してきた保健センターの計装機器

の更新工事と前年の排煙窓等の改修工事が終了いたしましたことによりまして、減額と

なっております。１節報酬から１３節使用料及び賃借料の９６ページの上段まで、前年

同様の計上であります。 

 ９６ページをお開きください。 

 １４節工事請負費、保健センター改修は、保健センターの屋上防水改修工事で４９３

万９,０００円の計上。昨年度より雨漏り箇所が増えておりまして、既存のアスファルト

防水、ステンレス部の防水の改修工事を行おうとするものであります。面積が広く、特

に雨漏りのひどい診療所のほうを早期に改修するため、この工事は２か年で実施いたし

ます。 

 なお、診療所の工事分につきましては、直診会計にして計上しております。 

 議案説明書、資料ナンバー４７に改修工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧

ください。 

 １７節備品購入につきましては、保健センターの和室、研修室用のテレビ、ＤＶＤプ

レイヤーを各１台購入することで５万９,０００円の計上であります。平成１６年に購入

しました多目的室、和室、研修室、休憩室のテレビにつきましては、使用頻度も少な

く、また、テレビ自体の使用もできなくなりましたので廃棄いたします。 

 ３目予防費は４,５０９万２,０００円、前年比２,３８５万２,０００円の増額の予算

計上であります。この目には、母子保健事業、成人保健事業、予防接種事業などに、新
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たに新型コロナウイルスワクチン接種事業、総額１,７８６万１,０００円が加わりまし

て、各節に計上されております。 

 主な増額部分について説明をさせていただきます。１節報酬では、ワクチン接種に従

事する臨時看護師、事務職員分９１万６,０００円の増額の計上。４節共済費も同様に

３,０００円を増額。７節報償費、１０節需用費は例年同様の計上。１１節役務費では、

ワクチン接種事業用で、通信運搬費７万円の計上。１２節委託料では、新たに産後ケア

事業を実施します。この事業は、妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目のない支援

を実施するもので、出産した産院への委託により、１人当たり産婦健診を出産後２週間

目と１か月目の２回実施いたします。それから、助産医への委託によりまして、心身の

ケアや育児サポートなどの産後ケアを生後１年までの間で５回程度受けられるとする事

業でありまして、６９万４,０００円の計上であります。ワクチン接種事業につきまして

は、接種業務７０９万１,０００円、相談・予約窓口業務８８１万円、接種券等作成・発

送業務９４万１,０００円の計上であります。１８節負担金補助及び交付金の北海道自治

体情報システム協議会のうち、健康カルテの母子保健システムの導入、利用、保守、そ

れから予防接種に係るロタ複本登録機能追加の負担で５８７万５,０００円の計上であり

ます。１９節扶助費は、９８ページにかけまして、例年同様の計上であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー４８に母子保健事業の一覧、資料ナンバー４９－１

から６に成人保健事業一覧、資料ナンバー５０－１から２に予防接種事業の一覧がつけ

てありますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、９８ページをお開きください。 

 ４目環境衛生費は５８８万９,０００円、前年比２６１万７,０００円の減額の予算計

上で、昨年は墓地整備に係る補償金の計上がありまして、その分の減額となっておりま

す。１節報酬から１２節委託料までは例年同様の計上。１４節工事請負費の墓地整備に

つきましては、墓石等を移設していただきましたので、その場所の擁壁等の補修工事で

１８９万２,０００円を計上しております。 

 ５目診療所費は１億７,４０４万４,０００円、昨年比１,８６２万２,０００円の減額

の予算計上で、こちらは、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金でありま

す。 

 次の１００ページをお開きください。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は４７８万９,０００円、前年比２７万１,０００円の減額

の予算計上で、１８節負担金補助及び交付金は例年同様の計上であります。 

 ２目塵芥処理費は７,８１４万４,０００円、前年比３,９３２万３,０００円の減額の

予算計上で、昨年は塵芥収集車１台、ショベル１台の購入経費３,１０４万２,０００円

の計上がありましたので、これらが主な減額の要因であります。８節旅費から１１節役

務費までは例年同様の計上。１２節委託料では、塵芥収集等業務の精査によりまして、

前年より３３４万５,０００円を減額しております。１３節使用料及び賃借料はテレビ受
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信料で１万５,０００円の計上。１４節工事請負費、機器更新工事は、昭和６１年に購入

しましたトラックスケールの老朽化による更新でありまして、３８５万円の計上。１８

節負担金補助及び交付金は、十勝圏複合事務組合の衛生費分で１,００２万１,０００

円、それから１０２ページに移りまして、１０２ページの一番上、一般廃棄物処理負担

金は、足寄町の委託分で８０２万６,０００円の計上であります。２６節公課費は、車検

１台分１万４,０００円の計上となっております。 

 次に、３項水道費１目専用水道費でありますが、５,７１５万９,０００円、前年比２,

２７１万２,０００円の増額の予算計上で、小利別地区専用水道の小利別から下クンネベ

ツまでの専用水道の長寿命化・防災減災事業による増額であります。８節旅費から１２

節委託料まで例年同様の計上でありますが、１０３ページの１２節委託料の一番下の調

査設計は、前年より５６４万５,０００円の減額の計上であります。１４節工事請負費

は、機器更新工事で４,９００万円の計上、前年より２,７８０万円の増額となっており

ます。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー５１に機器更新工事の箇所図がつけてありますの

で、後ほど御覧ください。 

 １７節備品購入費につきましては、水道メーターの購入費で２１万５,０００円の計

上。１８節負担金補助及び交付金は、道営事業に係る北海道土地改良事業団体連合会へ

の負担金５万９,０００円の計上であります。 

 ２目水道費は１億３,００２万円、前年比１,１７８万２,０００円の増額の予算計上

で、これは簡易水道事業特別会計への繰出金であります。 

 １０４ページをお開きください。 

 １０４ページ、５款労働費１項１目労働諸費についてでありますが、１４５万７,００

０円、前年比１１万４,０００円の増額の予算計上で、１節報酬から１８節負担金補助及

び交付金まで例年同様の計上であります。 

 次のページの２目緊急雇用対策費は１,７５４万７,０００円、前年比１８万３,０００

円の減額の予算計上で、この目につきましても、１０節需用費から１５節原材料費まで

例年同様の計上であります。 

 なお、この事業では、建設業関係で３事業所、林業関係で６事業所を見込んでおりま

す。 

 ３目雇用再生対策費も９３８万円で前年同額の予算計上です。１８節負担金補助及び

交付金は、事業者雇用促進支援でありまして、新規就労者分１４名分、継続就労者分７

名分の予算を計上しております。 

 １０６ページをお開きください。 

 ６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費でありますが、１,７８５万６,０００

円、前年比９２万２,０００円の増額の予算計上であります。１０７ページの１２節委託

料の農地情報公開システム整備事業につきましては、新規事業でありまして、昨年から



― 21 ― 

町民課におきまして、電算化しています地積図と法務局の地図データをアップロードし

まして、地図データを一元化して農地台帳の整備を図るというものであります。農地情

報公開システム地図再アップロード業務に４４万円、登録用地図データ登録費用としま

して２２万円の合わせて６６万円の計上であります。このほか１０６ページの１節報酬

から１０８ページの１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 １０８ページに移ります。 

 ２目農業総務費は６,０１５万８,０００円、前年比５１１万８,０００円の減額の予算

計上。この目は、職員の人件費だけでありまして、２節給料から４節共済費まで例年同

様の計上であります。 

 次のページに移りまして、３目農業振興費は８,０７３万９,０００円、前年比６１１

万５,０００円の減額の予算計上で、昨年は農業振興地域整備計画変更事業で６９９万

４,０００円が計上されておりました。これが主な減額の要因であります。１節報酬から

１０節需用費までは例年同様の計上。１２節委託料では、先ほど説明しました農業振興

地域整備計画変更事業などの分が減額となっております。１８節負担金補助及び交付金

は例年同様の計上でありますが、次の１１０ページをお開きください。 

 １１０ページの補助金の農業関係制度資金利子補給事業につきましては、議案説明

書、資料ナンバー５２に、その次の農業経営基盤確立資金利子補給事業と、一つ飛びま

して、陸別町農業近代化資金利子補給事業につきましては資料ナンバー５３、それから

一つ前と、一番下にあります新農業人育成事業につきましては、資料ナンバー５４をつ

けておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 なお、中山間地域直接支払事業交付金につきましては、前年より１９６万５,０００円

の減額となっております。 

 ４目畜産業費につきましては１億７４３万５,０００円、前年比２億６,０８０万４,０

００円の減額の予算計上であります。家畜糞尿共同処理施設整備事業が前年より２億７,

８６９万６,０００円の減額となっているのが主な要因であります。７節報償費から１３

節使用料及び賃借料まで例年同様の計上。 

 １８節負担金補助及び交付金につきましては、１１２ページに移っていただきまし

て、電力系統連携工事費負担金、こちらにつきましては、令和２年度の、さきの補正予

算においても説明いたしましたが、陸別変電所からプラントにある陸別しばれ発電所ま

で高圧線等の設置工事等に係る費用の陸別町の負担分で、令和３年度分につきましては

１,７７５万円の計上であります。 

 議案説明書の、前に戻りますが、資料ナンバー９に工事費負担金、工事概要図をつけ

ておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、その下の技能講習受講料につきましては、消毒車に乗車するための職員

の資格取得の受講料。補助金の一番下の家畜糞尿共同処理施設整備事業につきまして

は、バイオガスプラント建設事業の実施主体であります陸別町農業環境支援公社への補
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助金１,９４３万２,０００円の計上であります。これで、上限としていました４億円全

額の計上となります。 

 議案説明書、資料ナンバー１０に事業費の年度別見込みの表がついておりますので、

後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ２０節貸付金は、家畜導入貸付金で６,０００万円。後ほど議案説明書、資料ナンバー

５５を御覧いただきたいと思います。 

 ２７節公課費は、車検２台分の計上であります。 

 ５目農地費は１億４,６１３万５,０００円、前年比４,５１７万６,０００円の増額の

予算計上であります。この目では、主に農業関係で、農業競争力強化基盤整備事業で、

総額１,８３６万５,０００円の計上。土木関係では、道営農地整備事業のトマム地区

で、総額５,２７０万２,０００円、道営農道整備特別対策事業の中陸別地区で、総額６,

７９９万１,０００円、農道等維持管理の農業用施設管理事業で、総額７００万４,００

０円の計上となっております。 

 １節報酬から１１節役務費、１３節使用料及び賃借料は、主に道営事業の事務雑費で

ありまして、説明は省略いたします。農業施設維持管理事業は、１２節委託料の６７８

万円と１５節原材料費の２１万６,０００円で計上。１２節委託料の用地確定測量と１６

節公有財産購入費、土地購入費はトマム地区分となっております。 

 次に、１８節負担金補助及び交付金でありますが、道営土地改良事業地元負担金で４,

７３２万５,０００円の増となっております。 

 １１４ページを御覧ください。 

 道営土地改良事業地元負担金につきましては、議案説明書、資料ナンバー５６－１と

２に工事箇所図、年度別事業計画がつけてありますので、後ほど御覧いただきたいと思

います。 

 この道営農地整備事業のトマム地区につきましては、平成２８年度から令和４年度ま

での事業でありまして、今年度の事業費につきましては２億２,２００万円、そのうち町

負担分は２２.５％で４,９９５万円、道営農道整備特別対策事業の中陸別地区につきま

しては、平成３０年度から令和４年度までの事業で、今年度の事業費につきましては１

億３,５００万円、そのうち町負担分は５０％で６,７５０万円、合計１億１,７４５万円

であります。 

 次に、議案説明書、資料ナンバー５７を御覧ください。 

 こちらは、令和３年度の農業競争力強化基盤整備事業になっております。新たに陸別

第二地区としまして、令和３年度から令和７年度までの事業でありまして、今年度の事

業費につきましては７,０００万円、そのうち町の負担分につきましては２５％となって

おりまして、一番下の表になりますが、１,７５０万円が歳出となっております。 

 それでは、予算書１１４ページにお戻りください。 

 次の６目営農用水管理費は１億２,０８２万２,０００円、前年比１,０６３万３,００
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０円の減額の予算計上であります。この予算計上の総額につきましては、上陸別地区が

４０件分で２,６９３万８,０００円、トラリ地区が２２件分、５７６万円の計上であり

ますが、このほかに上陸別地区では、道営事業に付随しまして、関連する各戸までの配

水管整備事業を計上しております。１１５ページの１２節委託料で、実施設計３９４万

９,０００円、１４節工事請負費で１,９１８万４,０００円。１６ページをお開きいただ

きまして、２１節補償補塡及び賠償金で、補償金１０万円、合わせまして２,３２３万

３,０００円を計上しております。 

 議案説明書、資料ナンバー５８に配水管整備事業の箇所図をつけておりますので、後

ほど御覧いただきたいと思います。 

 それから、道営担い手畑地帯総合整備事業、第二上陸別地区事業につきましては７,４

０６万８,０００円の計上であります。１８節負担金補助及び交付金の道営土地改良事業

地元負担金は、道営担い手畑地帯総合整備事業、第二上陸別地区の事業分であります。 

 議案説明書、資料ナンバー１１を御覧ください。前に戻りますが、１１になります。 

 この事業につきましては、平成２９年度から令和４年度までの事業となっておりまし

て、今年度の事業費につきましては、令和３年度の予定というところになりますが、１

億１,９００万円、そのうち町負担分は２７.５％の３,２７２万５,０００円と、補助対

象とならない町単独分４,０９８万３,０００円、合わせまして７,３７０万８,０００円

の計上となっております。 

 それでは、また１１６ページにお戻りください。 

 １１６ページの中央になります。７目公共草地管理費は４２１万１,０００円、前年比

２８５万４,０００円の増額の予算計上であります。１節報酬から１３節使用料及び賃借

料までは例年同様の計上。１４節工事請負費、農業用施設整備は、昭和６２年に設置し

ましたトラリの公共草地ポンプ室動力制御盤の老朽化によります更新で１６６万１,００

０円の計上。１８節負担金補助及び交付金の指定管理施設修繕等負担金９８万５,０００

円の計上につきましては、一昨年前に道営事業で整備しましたポントマムの給排水施設

の冬期間の管理について、専門業者による動作作業が必要ということが判明しましたの

で、それに係る経費について負担するものであります。 

 ８目農畜産物加工研修センター管理費は１,７１７万２,０００円、前年比３０万８,０

００円の増額の予算計上で、１節報酬から１２０ページの１８節負担金補助及び交付金

まで例年同様の計上であります。 

 １２０ページを御覧ください。 

 ２項林業費１目林業振興費でありますが、１億２,４７９万円、前年比３,６９０万５,

０００円の増額の予算計上であります。１節報酬から次のページの１３節使用料及び賃

借料までのうち、１２節委託料の地域山林活性化推進事業を除きまして、前年同様の計

上でありますが、この中には陸別地区小規模治山事業分としまして、１節報酬で４５万

９,０００円、８節旅費で３万５,０００円、１０節需用費で４２万９,０００円、１３節
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使用料及び賃借料で２６万６,０００円が含まれて計上されております。 

 なお、１２節委託料の地域山林活性化推進事業につきましては、後のほど説明いたし

ます。 

 １２２ページをお開きください。 

 １４節工事請負費３,１７９万円、前年より１,５１３万６,０００円の増であります。

陸別地区小規模治山の総額は３,２９７万９,０００円となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー５９に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いた

だきたいと思います。 

 次に、１８節負担金補助及び交付金の負担金でありますが、例年同様の計上でありま

す。下から二つ目の森林整備担い手対策推進事業９２万３,０００円でありますが、これ

は３９名分の計上であります。次に、補助金では、退職金共済制度加入促進事業１６５

万円が５９名分。民有林造林促進事業は３,９２０万７,０００円、林業長期就労促進担

い手対策事業１０２万６,０００円は４６人分。未来につなぐ森づくり推進事業が１,７

７６万４,０００円の計上であります。民有林造林促進事業と未来につなぐ森づくり推進

事業につきましては、議案説明書、資料ナンバー６０に補助金の内容がつけてあります

ので、後ほど御覧ください。 

 次に、林業担い手対策推進事業、森林作業道補修事業、民有林整備事業と１２１ペー

ジの１２節委託料の地域山林活性化推進事業につきましては、森林環境譲与税基金事業

であります。 

 議案説明書、資料ナンバー６１を御覧ください。 

 資料の６１ページになります。森林環境譲与税事業関係の事業内容について説明いた

します。 

 なお、先日の一般質問におきまして御指摘のありました、ここで言う民有林につきま

しては、私有林ということで解釈をしていただきたいと思います。 

 林業担い手対策推進事業は、令和２年度からの継続事業でありますが、林業担い手確

保のための東京で実施の移住セミナーに参加して、道外在住の移住希望者を対象に、林

業についてのＰＲを行いまして、林業担い手確保につなげる取組を行うとするものであ

ります。旅費としまして２２万１,０００円を計上。林業作業員を対象とした各種安全衛

生教育等の受講に係る経費、また、作業員の安全確保や労働環境改善に資する装備の購

入経費についての助成を行うとするものとしまして３５０万３,０００円の計上、合わせ

まして、この事業が３７２万４,０００円の計上であります。 

 森林作業道補修事業、これも継続事業でありまして、当該年度または翌年度以降計画

的に森林整備が予定されている民有林で、森林整備実施に支障のある作業道等の補修に

対し補助を行うものであります。森林作業道補修事業として２,０５２万８,０００円の

計上。民有林整備事業も継続でありますが、内容を充実させております。町内民有林の

森林整備で、国の補助事業の対象にならない事業内容を含めた町独自の事業を創設しま



― 25 ― 

して、民有林の森林整備が円滑に実施されるよう補助を行うものであります。令和３年

度については徐伐、保育間伐、枝打ちの事業を予定しており、２１９万９,０００円の計

上。 

 地域山林活性化推進事業につきましては、新年度からの新規事業であります。町内の

森林資源を維持するための山林の流動化対策を推進する事業でありまして、山林所有者

からの森林経営についての意向を確認し、今後の森林経営が困難である所有者から意欲

ある新たな所有者へ山林を引き継げるよう対策を進めようとするものであります。将来

に向けて森林資源を残していくために適切な森林の整備、保全を進めたいと考えており

まして、この事業費としまして４０６万１,０００円の計上であります。 

 それでは、予算書１２３ページにお戻りください。 

 ２目狩猟費６６９万５,０００円、前年比８９万３,０００円の増額の予算計上であり

ます。内容としましては、１節報酬から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計

上でありますが、本定例会で御審議をいただきました有害鳥獣駆除条例の一部改正によ

りまして、駆除対象にアライグマを追加するとともに、エゾシカ駆除の奨励金を１頭当

たり４,５００円から５,５００円にアップしたことにより、計上する予算も増額となっ

ております。 

 ３目林道新設改良費は３,２６８万５,０００円、前年比３３４万１,０００円の減額の

予算計上であります。林道管理事業１,２５５万８,０００円と経営林道東トマム高台線

改良事業２,０１２万７,０００円を計上しております。１節報酬から１０節需用費、１

２４ページに移りまして、１３節使用料及び賃借料、１５節原材料費は例年同様の計上

であります。１２節委託料の林道維持管理費についてでありますが、こちらは側溝整備

工事費を抑制するために、新年度より側溝清掃を多く実施するために、前年より１６１

万７,０００円を増額しております。１４節工事請負費の林道法面補修工事は、１路線１

５１万８,０００円、林道維持管理工事は、側溝３路線、路面排水１路線で６８８万６,

０００円、林道改良工事は、東トマム高台線で１,９２０万円を計上しております。 

 議案説明書、資料ナンバー６２に林道管理事業の工事箇所図、資料ナンバー６３に経

営林道東トマム高台線改良事業の工事箇所図がつけてありますので、後ほど御覧いただ

きたいと思います。 

 次のページにあります７款商工費１項商工費１目商工総務費につきましては１,８７１

万８,０００円、前年比１３２万６,０００円の増額の予算計上であります。この目につ

きましては、２節給料から４節共済費まで職員の人件費の計上であります。 

 ２目商工振興費は１億４,９８７万２,０００円、前年比２,６８７万４,０００円の増

額の予算計上であります。７節報償費は、商工優良従業員表彰の記念品で３万１,０００

円、前年同額の計上。 

 １２６ページに移りまして、１８節負担金補助及び交付金の補助金の一番下になりま

すが、小規模企業振興事業は、前年の新型コロナウイルス感染症による経済対策の一つ
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として実施しました事業であります。新年度についても継続しようとするもので、１０

件分５００万円を計上いたしました。２０節貸付金、信用保証貸付金も同様に２,０００

万円増としまして、１億円を計上しております。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー６４に陸別町の商工会補助金の算出表がつけてあり

ますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、３目観光費は２,２０６万４,０００円、前年比９９万４,０００円の増額

の予算計上であります。１２７ページの１７節備品購入費につきましては、イベント用

テントの購入でありまして、汚損状態の著しい既存テントの更新で６５万６,０００円。

１８節負担金補助及び交付金の３町連携観光拠点施設魅力創出事業につきましては、前

年まで地方創成交付金事業で実施してきました道の駅連携事業を各町の単独費で継続し

ようとすることとしまして、３５万円を計上するものであります。また、しばれフェス

ティバル開催事業補助金は例年より１００万円を増額しております。このほかにつきま

しては、８節旅費から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 次、１２８ページに移ります。 

 ４目公園費は８１７万７,０００円、前年比１４４万５,０００円の増額の予算計上で

あります。次のページの１４節工事請負費は、イベント広場内の側溝整備工事でありま

して、パドック下側の側溝が土砂で埋まったために整備するものでありまして、１８１

万５,０００円の計上であります。 

 議案説明書、資料ナンバー６５に場所が、ちょっと黒くなって見えにくいのですが、

箇所図をつけてありますので御覧いただきたいと思います。 

 このほか、１０節需用費から１２９ページの１５節原材料費まで例年同様の計上であ

ります。 

 次に、５目消費者対策費は１２３万８,０００円、前年比１万円の増額の予算計上であ

ります。この目も７節報償費から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であ

ります。 

 １３０ページに移ります。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費についてでありますが、４,９４８万７,０

００円、前年比１０１万９,０００円の増額の予算計上であります。２節給料から次の

ページの１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上で、２２節償還金利子及び割

引料につきましては、前年、備荒資金組合の資金を利用しまして購入しました車両の償

還金６３万９,０００円の計上であります。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費は２,８５９万円、前年比５５９万７,０

００円の増額の予算計上であります。１３２ページを御覧ください。１１節役務費の下

から三つ目、自動車引上につきましては、大型車両が路外に逸脱した場合に、専門業者

でなければ破損なく引き上げられないということでありまして、破損のしないように車

を引き上げるために、専門業者に１回分の費用１１９万４,０００円を計上しておりま



― 27 ― 

す。 

 １６節公有財産購入費は、国から協議されております北海道横断自動車道建設で使用

しました西方面の測道２路線の敷地購入と町道東１条仲通りの道路排水の河川樋門まで

の流末施設用地が現在、民有地でありまして、管理上必要な敷地を購入しまして、適切

な管理を行うために購入しようとするものであります。１８４万６,０００円の計上であ

ります。 

 これにつきましては、追加の議案説明書、資料ナンバー２に公有財産購入の箇所図を

つけておりますので、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 ただいま説明しましたほか、１３１ページの１０節需用費から１３２ページの２６節

公課費まで前年同様の計上であります。 

 次に、２目道路維持費は１億５,４２４万７,０００円、前年比３３６万８,０００円の

減額の予算計上であります。１３３ページの１４節工事請負費、町道法面補修工事は、

西トマム幹線外４路線で５３０万２,０００円、町道補修修繕工事につきましては、町道

新町１号どおりで７１３万９,０００円、排水整備工事は、町道上作集原野１号線外２路

線で６８７万５,０００円を計上いたしました。 

 議案説明書、資料ナンバー６６に道路維持費の業務、工事箇所図をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 このほか１０節から１３４ページの１５節原材料費につきましては例年同様の計上で

あります。 

 １３４ページをお開きください。 

 ３目橋りょう維持費は８,４１１万３,０００円、前年比３,８３５万７,０００円の減

額の予算計上であります。８節旅費は前年同額。１２節委託料は、下陸別橋測量試験費

で９３５万円の計上。１４節工事請負費は、共和橋の補修工事で３,５８０万円の計上。

１８節負担金補助及び交付金は、町内４２橋の橋梁点検の北海道市町村支援連絡協議会

への負担金３,８６９万３,０００円の計上で、いずれも橋りょう長寿命化修繕事業と

なっております。 

 議案説明書、資料ナンバー６７に工事箇所図をつけておりますので、後ほど御覧いた

だきたいと思います。 

 ４目道路新設改良費は１億８６４万７,０００円、前年比４９９万７,０００円の増額

の予算計上であります。１節報酬から次のページ、１８節負担金補助及び交付金まで、

１４節工事請負費を除きまして、例年同様の計上でありますが、１３５ページの１４節

工事請負費の道路改良工事６,５４２万３,０００円につきましては、町道トマム川沿線

が延長４２５メートル、町道新町７号通りが延長１０４メートルであります。歩道改良

工事４,１４５万７,０００円につきましては、町道宮下通りが延長１５６メートル、町

道東１条中通りが延長２２６メートルであります。 

 議案説明書、資料ナンバー６８に道路整備箇所図がつけてありますので、後ほど御覧
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ください。 

 ５目街路灯費は１,０２９万４,０００円、前年比５２万７,０００円の増額の予算計上

であります。１０節需用費は、電気料で前年同様の計上。１４節工事請負費は、街路灯

ＬＥＤ化工事で、町道東１条通りの１２基を実施いたします。 

 議案説明書、資料ナンバー６９に箇所図がつけておりますので、後ほど御覧くださ

い。 

○議長（本田 学君） 昼食のため、午後１時まで休憩します。 

                           休憩 午前１１時５９分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、午前中に引き続きまして、予算書１３６ページか

ら説明させていただきたいと思います。 

 ３項河川費１目河川総務費１７４万４,０００円、前年比３７７万円の減額の予算計上

で、前年実施しました普通河川上トマム川護岸補修工事３７４万円の計上分が主な減額

であります。１０節需用費から１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であり

ます。 

 ４項住宅費１目住宅管理費は２,７４７万５,０００円、前年比５６４万円の増額の予

算計上。この目につきましては、公営住宅の管理経費の計上でありまして、８節旅費か

ら次のページの１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 なお、このうち１４節工事請負費の公営住宅改修は、元町団地の給湯器の更新で５７

３万１,０００円と町営住宅の住警報器１５８戸、２９２台分の更新で２８０万５,００

０円の計上であります。 

 ２目住宅建設費は１億５,０１５万円で、前年比７,１５５万４,０００円の増額の予算

計上であります。この目は社会資本整備総合交付金事業となっております。 

 １３８ページをお開きください。 

 このうち１２節委託料つきましては、新町団地町営住宅Ｓ、Ｔ棟の実施設計５７２万

円、同じくＺ－あ号棟の解体実施設計で２５９万６,０００円の計上。１４節工事請負費

は、新町交流館の建設８,８００万円、新町団地町営住宅Ｚ－あ解体１,４３０万円、第

一若葉団地２棟１２戸の屋根塗装１,４３０万円、新町交流館の外構２,４６２万９,００

０円の計上となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー７０－１と２に工事箇所図がつけてありますので、後ほど

御覧ください。 

 ５項１目下水道費になりますが、１億１６４万７,０００円、前年比６２０万１,００

０円の増額の予算計上でありまして、公共下水道事業特別会計への繰出金であります。 

 ９款消防費１項１目消防費についてでありますが、１億７,１９７万２,０００円、前
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年比３,４６７万４,０００円の減額の予算計上で、前年には消防ポンプ車の購入３,１７

２万６,０００円の計上がありまして、その分が減額となっております。 

 次に、１４０ページをお開きください。 

 １４節工事請負費につきましては、消防庁舎のボイラーの老朽化による設備、配管等

の更新で４９９万４,０００円を計上しております。このほか１３９ページの１節報酬か

ら１４１ページ、２６節公課費まで例年同様の計上であります。 

 なお、１８節負担金補助及び交付金のとかち広域消防事務組合への負担金は、消防費

負担金の内訳が１９０ページから１９３ページにありますので、後ほど御覧ください。 

 続きまして、１４１ページ、２目災害対策費についでありますが、１６２万６,０００

円、前年比６４５万６,０００円の減額の予算計上であります。前年は総合防災訓練の実

施と、それに併せまして防災ガイドブックを作成したことなどが本年の減額の要因であ

ります。１節報酬から１０節需用費までが例年同様の計上。 

 １１節役務費になりますが、１４２ページのほうをお開きください。講習手数料は、

職員の退職等に伴いまして、今後、陸上特殊無線技師の有資格者が不在とならないよう

に、現職員が資格を取得するための経費を計上しております。次の１２節委託料から１

８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 続きまして、１０款教育費１項教育総務費であります。１目教育委員会費は１６４万

５,０００円、前年比５,０００円の減額の予算計上であります。１節報酬から次のペー

ジの１８節負担金補助及び交付金まで前年同様の計上であります。 

 ２目事務局費は１億１,６１７万７,０００円、前年比２,４５３万７,０００円の減額

の予算計上であります。減額の主な要因につきましては、建設予定の教員住宅が前年１

棟２戸に対して今年は１棟１戸となります。建設、外構工事合わせまして２,２９２万

４,０００円の減額となっております。２節給料から１４５ページの１３節使用料及び賃

借料までは例年同様の計上であります。 

 次に、１４４ページをお開きください。 

 １４４ページの１４節工事請負費は、下陸別の教員住宅１棟１戸の建て替えで、建設

工事３,０７１万６,０００円、外構工事２２２万２,０００円の計上。 

 議案説明書、資料ナンバー７１に教員住宅建て替え予定位置図をつけておりますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 続きまして、１４６ページに移ります。 

 １７節備品購入費につきましては、新築住宅の物置、それから照明器具等の計上であ

ります。１８節負担金補助及び交付金は例年同様。２０節貸付金は、奨学資金で、高校

４名分、大学９名分と旧制度１名分の１４名分、７０８万円の計上であります。 

 ２目教育振興費は１,６３１万８,０００円、前年比２２８万８,０００円の増額であり

ます。この中には、英語指導助手招聘事業５８８万７,０００円が含まれております。１

節報酬、４節共済費は例年同様。７節報償費、謝礼金は、隔年実施の児童生徒芸術鑑賞
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事業分で１００万円の計上。８節旅費と１７節備品購入費は、現英語指導助手の任期満

了に伴いまして、新しい指導助手の着任となるために、それらの経費について増額して

計上しております。 

 １４７ページの１０節需用費から１７節を除きまして、１８節負担金補助及び交付金

までは例年同様の計上となっております。 

 １４８ページをお開きください。４目スクールバス運行管理費は３,５９８万３,００

０円、前年比９２０万２,０００円の減額の予算計上で、前年は２９人乗りのスクールバ

ス１台を更新したことが減額の要因であります。１０節需用費から１２節委託料まで例

年同様の計上であります。 

 ５目教育研究所費は４６万５,０００円、前年比４万５,０００円の増額の予算計上で

あります。１節報酬から次のページの１８節負担金補助及び交付金まで、例年同様の計

上であります。 

 次に、２項小学校費１目学校管理費でありますが、２,０８３万２,０００円、前年比

２８２万７,０００円の減額の予算計上で、前年の小学校の軒天改修工事、この分が減額

となっております。１節報酬から１５１ページの１８節負担金補助及び交付金まで例年

同様の計上であります。 

 １５１ページの下のほうを御覧ください。 

 ２目教育振興費は１,３８４万４,０００円、前年比２９６万７,０００円の減額の予算

計上で、前年には全教科の教師用の指導書の購入、パソコン教室教育ソフトの購入、プ

ログラミング教育向けのパソコン購入などがありまして、その分が減額となっておりま

す。１０節需用費から１５２ページの２２節償還金利子及び割引料まで前年同様の計上

であります。 

 １５２ページで１８節負担金補助及び交付金になりますが、給食費補助金、これにつ

きましては９７名分、４８８万９,０００円、修学旅行費交付事業交付金、１９名分、１

９万円の計上。２１節補償補塡及び賠償金の授業目的公衆送信補償金は、令和２年度で

購入しましたタブレット使用の際に、著作権法による補償金が必要となりましたので、

新たに１万２,０００円を計上しております。２２節償還金利子及び割引料は、昨年購入

しましたパソコンの備荒資金組合への償還金３７９万２,０００円であります。 

 １５３ページに移りまして、３項中学校費１目学校管理費は１,９２８万２,０００

円、前年比３３万１,０００円の減額の予算計上であります。１０節需用費から１５５

ページの１８節負担金補助及び交付金まで例年同様の計上であります。 

 １５５ページを御覧ください。 

 ２目教育振興費は１,３９４万８,０００円、前年比２５４万６,０００円の増額の予算

計上であります。１０節需用費の消耗品には、中学校教師用指導書で、全教科分の購入

１３３万５,０００円を計上しております。そのほか１１節役務費から１７節備品購入費

までは例年同様の計上となっております。 
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 次に、１５６ページに移ります。 

 １８節負担金補助及び交付金になりますが、給食費補助金は５４名分、３２９万４,０

００円、修学旅行費交付事業交付金は１５名分、４５万円の計上。１９節扶助費は例年

同様の計上。２１節補償補塡及び賠償金の授業目的公衆送信補償金は、小学校と同じ理

由になりまして、１万円の計上であります。２２節償還金利子及び割引料は、パソコン

の備荒資金組合への償還金３３６万５,０００円であります。 

 続きまして、４項社会教育費１目社会教育総務費でありますが、２,０８６万３,００

０円、前年比６２万２,０００円の増額の予算計上であります。この目では、成人記念行

事開催事業２０万５,０００円、文化祭開催事業２５万円、文化・芸術鑑賞事業２００万

円、社会教育指導員設置事業９９万４,０００円、学童保育所指導員設置事業５８４万

円、中学生等海外研修派遣事業は、生徒１７名分の参加を見込みまして４５１万３,００

０円、冒険・体感ｉｎとうきょう事業は、児童１８名の参加を見込まして２８５万５,０

００円などが主な内容となっております。１節報酬から１５９ページ、２１節補償補塡

及び賠償金まで例年同様の計上となっております。 

 １５９ページをお開きください。 

 ２目公民館費でありますが、１,１７５万円、前年比９万６,０００円の減額の予算計

上であります。７節報償費から１６１ページ、１８節負担金補助及び交付金まで例年同

様の計上であります。 

 １６１ページを御覧ください。 

 ３目文化財保護費は３２７万円、前年比１４６万９,０００円の増額の予算計上であり

ます。１節報酬から１２節委託料まで例年同様の計上。１４節工事請負費は、史跡ユク

エピラチャシ跡の排水設備の破損箇所の整備で９５万６,０００円を計上しております。

１８節負担金補助及び交付金は例年同様の計上であります。 

 続きまして、１６２ページに移ります。 

 ５項保健体育費１目保健体育総務費は３１７万５,０００円、前年比６万８,０００円

の増額の予算計上であります。１節報酬から次のページ、１８節負担金補助及び交付金

まで例年同様の計上であります。 

 続きまして、２目体育施設費につきましては２,０９０万１,０００円、前年比２２０

万３,０００円の増額の予算計上であります。１節報酬から１６４ページ、１２節委託料

まで例年同様の計上であります。 

 １６５ページを御覧ください。 

 １３節使用料及び賃借料の作業用機械につきましては、北稜岳の登山道整備のための

バックフォーとまき割り機の借り上げ、それからテニスコート用の転圧ローラー借り上

げで１９万７,０００円、管理用備品につきましては、緑町サッカー場用の簡易水洗トイ

レの借り上げで２６万４,０００円を計上しております。次の１５節原材料費、１７節備

品購入費は例年同様の計上。１８節負担金補助及び交付金は、職員が直営で作業に当た
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るために必要な小型車両系建設機械と刈払機取扱い作業者安全衛生教育の受講、各３名

分で１０万２,０００円の計上であります。 

 ３目学校給食費は５,６１９万５,０００円、前年比４６万１,０００円の増額の予算計

上で、１節報酬から１６９ページの２６節公課費まで例年同様の計上であります。 

 続きまして、１６９ページをお開きください。 

 １６９ページ、１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害

復旧費は１０万３,０００円、前年比１,０００円の減額の予算計上。 

 ２目林業用施設災害復旧費は４万６,０００円の予算計上で前年と同額。いずれも８節

旅費、１０節需用費は例年同様の計上となっております。 

 ２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費は９万６,０００円、前年比

８,０００円の増額の予算計上で、こちらも８節旅費から１８節負担金補助及び交付金ま

で例年同様の計上であります。 

 １７０ページを御覧ください。 

 １２款公債費１項公債費１目元金、２目利子、合わせて５億８,８８０万７,０００

円、前年比１,７２２万３,０００円の増額の予算計上であります。公債費の償還に当た

りましては、新年度は減債基金１億５,０００万円を取り崩しておりますが、減債基金に

つきましては、一般財源としての充当となります。 

 １３款予備費は、例年同様４００万円の計上であります。 

 なお、１７１ページ以降に予算に関する各種調書がつけてありますので、後ほど御覧

ください。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明に移ります。１２ページをお開きく

ださい。 

 １２ページです。２、歳入であります。 

 １款町税１項町民税１目個人は１億６９５万円の予算計上で、前年比４４４万１,００

０円の減額。前年当初に比べて、新型コロナウイルスの影響によると考えられます営業

等所得、農業所得等の減に伴う計上であります。 

 ２目法人は１,２９８万８,０００円の予算計上で、前年比３３６万４,０００円の減

額。昨年当初に比べて、こちらも新型コロナウイルスの影響によると考えられます法人

所得の減に伴う計上であります。 

 ２項１目固定資産税は１億６,８７３万１,０００円の予算計上で、前年比５９万７,０

００円の増額で例年同様の計上であります。 

 ２目国有資産等所在市町村交付金は７０５万円の予算計上。 

 ３項軽自動車税１目環境性能割は１７万９,０００円の予算計上。 

 ２目種別割は６６７万円の予算計上で、１,２１５台を見込んでおります。 

 ３目軽自動車税は５,０００円の予算計上で、前年比９,０００円の減額。滞納繰り越

し分のみの計上であります。 
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 次のページに移りまして、４項町たばこ税１目町たばこ税は１,９３７万５,０００円

の予算計上。前年と比較しまして９万本の減となっております。 

 ２款地方譲与税１項１目自動車重量譲与税は５,３５７万７,０００円の予算計上。 

 ２項１目地方揮発油譲与税は１,７９５万６,０００円の予算計上。 

 ３項１目地方道路譲与税は科目存置。 

 ４項１目森林環境譲与税は２,６７７万５,０００円の計上であります。 

 １４ページに移ります。 

 ３款利子割交付金１項１目利子割交付金は２１万８,０００円の計上。 

 ４款配当割交付金１項１目配当割交付金は６９万８,０００円の計上。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金１項１目株式等譲渡所得割交付金は４６万２,０００円の

計上。 

 ６款地方消費税交付金１項１目地方消費税交付金は、地方消費税交付金が２,６２０万

８,０００円、社会保障財源交付金が２,８０４万３,０００円、合わせて５,４２５万１,

０００円の計上であります。 

 ７款環境性能割交付金１項１目環境性能割交付金は５３０万６,０００円の予算計上で

あります。 

 １５ページです。８款法人事業税交付金１項１目法人事業税交付金は、新設の科目で

３０万円の予算計上であります。令和２年度から開始の制度でありまして、道が徴収し

た法人事業税の一部を法人税割額、従業員数で案分しまして市町村に配分されることと

なっております。 

 ９款地方特例交付金１項１目地方特例交付金は２８７万５,０００円の予算計上。 

 ２項１目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金は、新設の科目

で、１,０００円の科目存置で、固定資産税の減免分の補塡用の科目となっております。 

 １０款地方交付税１項１目地方交付税は２０億６,７５２万２,０００円の予算計上

で、前年比９５１万９,０００円の増額の計上としております。 

 次に、１６ページを御覧ください。 

 １１款交通安全対策特別交付金１項１目交通安全対策特別交付金は科目存置。 

 続きまして、１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は８２２万

５,０００円、前年比３１６万７,０００円の減額で、農業競争力基盤整備事業分担金

は、道営草地の受益者分担金であります。 

 ２項負担金１目民生費負担金は４５万円、前年比４万１,０００円の増額の予算計上

で、老人福祉施設入所者措置費等徴収金は、町外の養護老人ホームの入居者２名分であ

ります。 

 １３款使用料及び手数料は、実績に基づき予算計上しております。 

 １項使用料１目総務使用料は３,９４７万３,０００円の計上であります。１節行政財

産使用料から次のページの５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料まで例年同様の計上で
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あります。１７ページの４節ふるさと交流センター、５節銀河の森宇宙地球科学館等に

つきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による減額を見込んでおります。 

 ２目民生使用料は５９３万２,０００円の計上であります。１節老人福祉使用料は、福

寿荘の使用料で、入居者８名分とショートステイ１名分。２節児童福祉使用料は、保育

所の広域保育入所料で３名分。３節福祉住宅使用料は、からまつハウスの入居者６名分

であります。 

 １８ページ、お開きください。 

 ３目衛生費使用料は６４０万１,０００円の計上であります。１節保健衛生使用料は、

公衆浴場の使用料が８,３７６人分、墓地使用料は１件分。２節水道使用料は、小利別地

区の専用水道料４０件分であります。 

 ４目農林水産使用料は５１１万５,０００円の予算計上であります。１節農林水産使用

料は、農畜産物加工研修センターの使用料。２節営農用水使用料は、上陸別地区４０件

分、トラリ地区２２件分であります。 

 ５目商工使用料は２万２,０００円の計上で、１節公園使用料は、イベント広場の使用

料。 

 ６目土木使用料は６,５００万３,０００円の予算計上で、１節道路橋りょう使用料

は、道路占用料。２節河川使用料は河川使用料。３節住宅使用料は、公営住宅１１２

戸、改良住宅２７戸、特定公共賃貸住宅４７戸分の使用料であります。４節集会所使用

料は科目存置となっております。 

 ７目教育使用料は２０５万３,０００円の計上であります。１節社会教育使用料は、公

民館及び公民館の陶芸室の使用料となっております。次のページの２節資料館使用料

は、関資料館の入館料。３節学童保育所使用料は３５名分であります。 

 ２項手数料、これも実績に基づきまして、各項目ごとに計上しております。 

 １目総務手数料は、１節総務手数料で１５８万５,０００円。 

 ２目衛生手数料は９５９万６,０００円の計上であります。１節衛生手数料で９５８万

４,０００円。２０ページをお開きください。２節水道手数料は１万２,０００円。 

 ３目農林水産手数料は、１節営農用水手数料で１万２,０００円の計上であります。 

 続きまして、１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金は１億３,７９１万

３,０００円の予算計上であります。１節社会福祉費負担金の国民健康保険事業保険基盤

安定負担金につきましては、国保軽減措置に対する保険者支援分で７２０万１,０００円

の２分の１、障害者介護給付費負担金から低所得者保険料軽減負担金までにつきまして

も２分の１の国庫負担であります。２節児童福祉費負担金の児童手当負担金は、ルール

計算による国の負担分。障害者介護給付費負担金から障害児相談支援費負担金までは２

分の１の国の負担分。子どものための教育・保育給付費負担金は、３歳児以上が基準額

２,７５０万７,０００円の５０％、１歳、２歳児が基準額１,９７７万７,０００円の５

６.８３５％で２,５７１万９,０００円の計上となっております。 



― 35 ― 

 ２目衛生費負担金は７１１万８,０００円の計上であります。１節保健衛生費負担金の

養育医療負担金は、基準額の２分の１の国庫負担で２万７,０００円、新型コロナウイル

スワクチン接種対策費国庫負担金は、歳出と同額の７０９万１,０００円の計上でありま

す。 

 ２項国庫補助金１目総務費補助金は５,６９９万３,０００円の予算計上であります。

１節総務管理費補助金は、社会保障・税番号制度導入整備補助金で、システム整備分が

定額の７２万円、個人番号カード関連事務委託分が歳出と同額５３万１,０００円の計上

となっております。地方創生推進交付金事業につきましては２分の１の補助でありま

す。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、国の第３次補正の配分から

繰越明許費事業の財源に充当した５００万円を除きまして５,５２１万４,０００円の計

上であります。 

 続きまして、２２ページに移ります。 

 ２目民生費補助金は７２３万５,０００円の予算計上でありまして、１節社会福祉費補

助金は地域生活支援事業の２分の１の補助、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金

は、生活困窮者自立相談支援分が４分の３、成年後見制度利用促進体制整備分が２分の

１の補助となっております。２節児童福祉費補助金は、子ども・子育て支援交付金で３

分の１の補助。 

 ３目衛生費補助金は３,８０６万７,０００円の予算計上となっております。１節保健

衛生費補助金の母子保健衛生費国庫補助金は、産後ケア、産婦健診に対する２分の１の

補助、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金は全額国の負担と

なっております。２節専用水道費補助金の団体営整備事業補助金は、小利別専用水道の

施設機器更新事業に係る５５％補助となっております。 

 ４目土木費補助金は９,６５０万５,０００円の予算計上であります。１節道路橋りょ

う費補助金は、橋りょう長寿命化修繕事業で、下陸別橋の補修設計と共和橋の補修工

事、橋りょう点検に係る６５.４５％の補助。２節住宅費補助金は、公営住宅の実施設

計、屋根塗装、解体工事、新町交流館建設の社会資本整備総合交付金で、４５％から５

０％の補助であります。 

 ５目教育費補助金は１０万１,０００円の予算計上であります。１節小学校費補助金、

２節中学校費補助金の特殊教育就学奨励費補助金、年２分の１の補助。 

 次の消防費補助金は廃目であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金は６１６万２,０００円の予算計上であります。１節総務

管理費委託金は、権限移譲などによる委託金で例年同様の計上となっております。２節

選挙費委託金は、衆議院議員総選挙委託金で、新年度で実施される国政選挙で、歳出と

同額の計上であります。 

 ２目民生費委託金は５,０００円の予算計上で、１節児童福祉費委託金は、児童扶養手

当特別児童扶養手当の事務委託金で３名分の見込みであります。 
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 次に、１５款道支出金１項道負担金１目民生費負担金８,２９２万７,０００円の予算

計上であります。１節社会福祉費負担金の民生委員活動費等負担金は定額。国民健康保

険事業保険基盤安定負担金は、国保軽減措置に対する保険者支援分で４分の１。後期高

齢者医療保険基盤安定負担金は４分の３分。障害者介護給付費負担金から低所得者保険

料軽減負担金まで、４分の１の道の負担となっております。 

 ２４ページをお開きください。 

 ２節児童福祉費負担金の児童手当負担金は、ルール計算による道の負担金。障害者介

護給付費負担金から障害児相談支援費負担金は４分の１の道の負担分。子どものための

教育・保育給付費負担金は、３歳児以上が基準額の２５％、１歳、２歳児は基準額の２

１.５８２５％と、置戸認定こども園給付分で、合わせまして１,１４２万円の計上と

なっております。 

 ２目衛生費負担金は、１節保健衛生費負担金、養育医療費負担金１万３,０００円であ

ります。ここで、説明欄の文字の訂正をお願いしたいと思います。療養の「療」になっ

ておりますが、これは養育でありまして、養うという字に訂正をお願いいたします。申

し訳ございませんでした。 

 それでは次に、２項道補助金１目総務費補助金は９９万５,０００円の予算計上であり

ます。１節総務管理費補助金、地域づくり総合交付金は、防災備蓄品整備に対する２分

の１の補助、無線システム普及支援事業補助金は、移動通信用鉄塔施設整備事業費の起

債償還に対する補助金で１４万５,０００円、地方創生交付金事業は、ＵＩＪターン新規

就業事業１世帯分で、４分の１の補助となっております。 

 ２目民生費補助金は１,１７１万９,０００円の予算計上であります。１節社会福祉費

補助金の重度心身障害者医療費補助金から乳幼児医療費補助金までが２分の１の補助。

続きまして、地域生活支援事業費補助金が４分の１の補助、老人クラブ運営事業費補助

金は３分の２の補助、権利擁護人材育成事業補助金は１０割補助、冬期生活支援事業補

助金は２分の１の補助となっております。２節児童福祉費補助金は、子ども・子育て支

援交付金で、国庫補助と同額の計上。保育料軽減支援事業費補助金は、多子世帯の保育

料軽減措置分で２３万４,０００円の計上であります。 

 ３目衛生費補助金は４１万１,０００円で例年同様の計上。 

 ４目農林水産業費補助金は１億１６３万８,０００円の予算計上であります。１節農業

費補助金５,７１５万２,０００円は例年同様の計上であります。２６ページをお開きく

ださい。２節林業費補助金につきましても例年同様の計上でありますが、小規模治山事

業補助金は、前年より５００万円の増、エゾシカ緊急対策事業補助金は、地域づくり総

合交付金の計上であります。 

 ５目商工費補助金は８２万５,０００円の予算計上で前年同額。 

 ６目教育費補助金は２２万７,０００円の予算計上で、１節教育総務費補助金は３分の

２の補助であります。 
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 ３項委託金は、１目総務費委託金から次のページの５目土木費委託金まで合わせて６

０４万２,０００円でありますが、権限移譲などによる委託金でありまして、例年同様の

計上であります。 

 なお、２７ページの上から二つ目、４節統計調査費委託金は、前年、国勢調査の実施

がありましたので、この分が２４３万４,０００円なのですが、減額となっております。 

 ２８ページをお開きください。 

 ２８ページ、１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は４,３１５万８,０

００円の予算計上であります。１節土地建物貸付収入は例年同様の計上でありますが、

定住促進住宅が１名増の４名分で計上しております。２節通信設備貸付収入は、光ファ

イバー網の貸付収入で５７９件分。 

 ２目利子及び配当金は１７０万３,０００円の予算計上で、例年同様の計上でありま

す。 

 ２９ページの２項財産売払収入１目不動産売払収入は、１節土地売払収入、２節建物

売払収入ともに科目存置。 

 ２目物品売払収入は６９９万３,０００円の予算計上で、町有林素材売払収入でありま

す。 

 続きまして、３０ページをお開きください。 

 １７款寄附金１項寄附金１目一般寄附金、２目指定寄附金はともに科目存置。 

 １８款繰入金１項特別会計繰入金１目介護保険事業勘定特別会計繰入金３２万２,００

０円につきましては新設科目であります。一般会計において会計処理をすることになり

ました介護用品支給事業に対する保険者機能強化推進交付金分であります。 

 ２項基金繰入金１目財政調整基金繰入金は２億円。以下、２目減債基金繰入金は１億

５,０００万円。３目ふるさと整備基金繰入金は１,９５０万円。４目いきいき産業支援

基金繰入金は１億７６０万円。５目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金は２,００

０万円。６目町有林整備基金繰入金は１,０００万円。７目地域福祉基金繰入金は２,６

４０万円。８目公共施設等維持管理基金繰入金は８,３６０万円。９目学校給食センター

管理運営基金繰入金は２,４８０万円。続きまして、３２ページをお開きいただきまし

て、１０目スポーツ振興基金繰入金５０万円。１１目森林環境譲与税事業基金繰入金３,

０５１万２,０００円。合わせまして６億７,２９１万２,０００円を取り崩しまして、説

明欄に記載のとおりの事業に充当しております。 

 なお、令和元年度末から令和３年度末現在の見込額を記入しました基金別積立金の状

況につきましては、議案説明書、資料ナンバー５につけてありますので、後ほど御覧く

ださい。 

 １９款繰越金１項１目繰越金は１,０００万円で、前年同額の予算計上。 

 ２０款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金も５万円で、前年同額の計上。 

 ２目加算金は科目存置。 
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 ２項１目町預金利子は８,０００円の予算計上であります。 

 ３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入は２,８６８万１,０００円の予算計上

で、約定償還分であります。 

 ２目貸付金元利収入は１億４,０００円の計上でありまして、前年、新型コロナウイル

ス感染症による経済対策としまして、信用保証協会の貸付金を８,０００万円から１億円

に増額しております。その他につきましては記載のとおりであります。 

 ３目奨学資金貸付金収入は６０万２,０００円の計上で、７名分であります。 

 ４項雑入１目滞納処分費は科目存置。 

 ２目弁償金は３万９,０００円の予算計上で、記載のとおり。 

 ３目雑入は５,１５２万３,０００円の予算計上でありますが、いずれも例年同様の計

上となっております。１節介護予防支援報酬は、介護予防サービス計画作成に係る報酬

で１０３件分。２節居宅介護支援報酬は、居宅介護サービス計画作成に係る報酬で４８

１件分。続きまして、３４ページに移りまして、３節高齢者福祉施設負担金は、福寿荘

の入居者、ショートステイの利用者の食事代などの実費負担分。４節学校給食費等は、

小学校９７名、中学校５４名、保育所５４名、職員等５６名分であります。５節電話使

用料、６節電気等使用料は記載のとおりとなっております。３５ページの７節雑入は２,

６４５万８,０００円の予算計上で、前年より５７９万４,０００円の増額となっており

ます。 

 内容につきましては、３７ページまで、説明欄に記載のとおりでありますが、この中

で、宝くじ交付金収入は１２２万８,０００円の増。新たなる収入となります市町村振興

協会助成金は１００万円。長寿社会づくりソフト事業費交付金２９８万４,０００円の計

上などが主な増額の内容となっております。 

 ３７ページを御覧ください。 

 ３７ページに移りまして、４目過年度収入は６６６万８,０００円の予算計上で、前年

比２９１万円の増額であります。１節林業費補助金過年度収入は、令和２年度分の森林

環境保全整備事業のうち、準備地ごしらえと間伐分の補助金の収入であります。 

 続きまして、２１款町債は、全体で７億７,２１０万円の予算計上であります。 

 １目総務債は１億１,９８０万円の計上で、前年比３,１１０万円の増額。 

 ２目衛生費は２,２００万円の計上で、前年比１,８９０万円の減額。 

 ３目農林水産業債は２億７,１７０万円の計上で、前年比２億２,３００万円の減額。 

 ３８ページに移りまして、４目土木費は２億８６０万円の計上で、前年比６,０２０万

円の増額。 

 ５目教育債は、３,２９０万円の計上で、前年比２,５８０万円の減額。 

 ６目臨時財政対策債は１億１,７１０万円の計上で、前年比５,２４０万円の増額。 

 消防債は廃目であります。 

 なお、３７ページの１目総務債１節総務債の過疎地域自立促進特別事業６,１５０万円
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につきましては、議案説明書、資料ナンバー２７に事業の一覧表がつけてありますの

で、後ほど御覧ください。 

 以上で、歳入を終わりまして、次に、７ページをお開きください。 

 ７ページは、第２表債務負担行為であります。 

 左から事項、期間、限度額の記載でありまして、令和３年度大家畜特別支援資金の融

通に係る利子助成は、令和４年度から令和２８年度まで３６３万４,０００円。令和３年

度陸別町農業近代化資金利子補給は、令和４年度から令和１２年度まで２９２万１,００

０円。令和３年度陸別町中小企業経営安定資金利子補給は、令和４年から令和１３年度

まで２１５万円であります。 

 次に、第３表地方債であります。 

 まず、起債の目的と限度額でありますけれども、一般単独事業、緊急防災・減災対策

事業は５,８３０万円で、事業の内訳は、庁舎・タウンホール改修事業。一般単独事業、

緊急自然災害防止対策事業は３,２００万円で、事業の内訳は、陸別地区小規模治山事業

ほか記載のとおりであります。８ページをお開きください。過疎対策事業は５億６,４７

０万円で、事業の内訳は、過疎地域自立促進特別事業ほか、記載のとおりであります。

臨時財政対策債は１億１,７１０万円で、合計が７億７,２１０万円となります。 

 起債の方法は、普通貸借または証券発行。利息は４.０％以内。ただし、利率の見直し

を行った後においては、当該見直し後の利率。償還の方法は、借入先の融通条件によ

る。ただし、町財政の都合により据え置き期間の短縮もしくは繰上償還をすることがで

きるであります。 

 以上で、議案第２８号の説明を終わりまして、次に、議案第２９号の説明に移りま

す。 

 議案第２９号令和３度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 歳出予算の流用。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高額は５,００

０万円と定めるであります。 

 初めに、議案説明書、資料ナンバー７３をお開きください。 
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 この資料につきましては、当初予算、補正予算、決算等でも提示している資料であり

ますが、歳入歳出予算の財源充当の内訳書となっております。歳入歳出の総額４億３,７

０３万８,０００円が振り分けられている表となっております。この表の振り分けに基づ

きまして、歳入歳出の予算が計上されておりますので、内容につきましては後ほど御覧

ください。 

 これより、事項別明細書により説明をいたします。 

 歳出から説明したいと思いますので、予算書１０ページをお開きください。 

 国保の１０ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は５４２万８,０００円の予算計上でありま

す。８節旅費から２４節積立金まで前年同様の計上であります。 

 ２目連合会負担金は４６万１,０００円の予算計上で、こちらも前年同額の計上となっ

ております。 

 ２項徴税費１目賦課徴収費も４０万３,０００円の予算計上で、１０節需用費から１８

節負担金補助及び交付金まで、前年同様の計上。 

 なお、１８節負担金補助及び交付金の十勝圏複合事務組合につきましては、税滞納整

理機構への負担金で、今年の依頼は２名分となっております。 

 ３項１目運営協議会費も２１万１,０００円の予算計上で例年同様の計上であります。 

 １２ページをお開きください。 

 ２款保険給付費１項療養諸費１目療養給付費は２億２,０００万円の計上で、前年度の

実績見込額を勘案しまして、前年より１,０００万円の増額としております。 

 ２目療養費は６００万円の計上。 

 ３目審査支払手数料７０万円の計上で、いずれも前年同額であります。 

 ２項１目高額療養費は３,２００万円の計上で、療養給付費同様、前年度の実績見込額

を勘案しまして、４００万円の増額としております。 

 ２目高額介護合算療養費につきまては１０万円の計上。 

 ３項出産育児諸費１目出産育児一時金は４２万円の３件分、１２６万円の計上。 

 ４項葬祭諸費１目葬祭費は３万円の１０件分、３０万円の計上。 

 葬祭給付費は廃目。次の移送費は廃項、廃目。その次の育児諸費、育児給付費、児童

手当金につきましては、廃項、廃目であります。 

 次に、１４ページをお開きください。 

 ３款国民健康保険事業費納付金であります。 

 １項１目医療給付費分は７,２１７万２,０００円の計上、２項１目後期高齢者支援金

等分は２,１５７万６,０００円の計上、３項１目介護納付金分は７９０万１,０００円の

計上で、いずれも１８節負担金補助及び交付金、国保事業費納付金であります。 

 ４款共同事業拠出金１項１目共同事業拠出金は科目存置。 

 ５款財政安定化基金拠出金１項１目財政安定化基金拠出金は、災害等の補塡分の町負
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担分で、科目存置。 

 ６款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費３９４万４,０００円は例年同様の計上

であります。 

 なお、１２節委託料の共同電算処理９万４,０００円は、健診データ管理でありまし

て、受診者３５０人、保健指導３０人の合わせて３８０人分。健康診査等の３５１万７,

０００円は、特定健康診査３２０人分、特定健康診査に係るＣＳＶデータ料２２０人

分、陸別診療所受診者に係る健診項目の提供データ作成が４０件分、商工会健診受診者

に係る健診項目の提供データ作成が１回分。２次健康診査、頸動脈エコー検査、こちら

は３０件分。歯科健診５０人分であります。 

 次に、１６ページをお開きください。 

 ２項１目保健事業費は７５９万５,０００円、前年比７０万６,０００円の増額の予算

計上であります。１２節委託料につきましては、各種予防接種は、６０歳以上７５歳未

満の方のインフルエンザ予防接種２００人分、７０万円、高齢者肺炎球菌ワクチン接種

２５人分、１０万円の合わせて８０万円。健康診査等は、４０歳未満の健康診査２５人

分、２３万９,０００円。会場等設営は、社会福祉協議会が行いますふれあい広場のス

テージ設置費で１６万５,０００円。合わせまして１２０万４,０００円であります。 

 １８節負担金補助及び交付金は、特定健診受診率向上、重症化予防、適正服薬等の共

同事業でありまして、国保連に負担金を支払い行ってもらうという事業であります。特

定健診受診率向上は、特定健診を受診しない人に対し、パターン分けをしまして、勧奨

通知を行い、受診率を上げようとする取組。重症化予防は、データを基にした指導のノ

ウハウを受けるというものであります。適正服薬は、データを利用しまして、受診者本

人に通知をするというものであります。 

 １９節扶助費は、インフルエンザ予防接種の償還金で１０名分、高齢者肺炎球菌ワク

チン接種の償還金で５名分であります。 

 １７ページ。７款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金は３０万円の計上で

前年同様の計上であります。 

 ２項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金は５,３６８万５,０００円の計上で、へき地

診療所運営分の特別調整交付金の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計への繰出金で

あります。 

 次の延滞金は廃項、廃目。 

 ８款予備費１項１目予備費は３００万円の計上で、前年同額の計上であります。 

 給与明細書は１９ページにありますので、後ほど御覧ください。 

 以上で、歳出を終わりまして、歳入の説明をいたします。７ページをお開きくださ

い。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款国民健康保険税１項１目国民健康保険税でありますが、これは北海道において積
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算されております。今年度は６,９３９万３,０００円の予算計上で、前年比２１万５,０

００円の増額の計上であります。１節現年課税分は、医療費分４,５８２万８,０００

円、介護分６４１万５,０００円、高齢者支援分１,６５４万７,０００円、合わせて６,

８７９万円。２節滞納繰越分は、医療分３５万４,０００円、介護分６万３,０００円、

高齢者支援分が１８万６,０００円、合わせて６０万３,０００円であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は科目存置。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金は３億３,４６２万２,０００円の

予算計上で、３,１６７万７,０００円の増額であります。１節保険給付費等交付金の普

通交付金は、保険給付分２億６,０３６万円の計上。２節保険給付費等交付金の特別交付

金は７,４２６万２,０００円の計上で、保険者努力支援分１９８万４,０００円、特別調

整交付金５,５４６万８,０００円、道繰入分１,５８１万円、特定健診等負担金１００万

円の内訳となっております。 

 なお、特別調整交付金のうち５,３６８万５,０００円は、へき地診療所への運営分で

あります。 

 次に、８ページをお開きください。 

 ４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は、国民健康保険基金利子１,００

０円の計上です。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は２,７８３万５,０００円の予算計

上であります。１節保険基盤安定繰入金は、保険税軽減分の１,０６５万５,０００円、

保険者支援分７２０万１,０００円、合わせまして１,７８５万６,０００円。２節事務費

繰入金は６４９万８,０００円。３節出産育児一時金等繰入金は８４万円。４節財政安定

化支援事業繰入金は２６４万１,０００円の計上であります。 

 ２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は、国民健康保険事業への充当分５１３

万４,０００円の予算計上であります。 

 次のページの６款繰越金１項１目繰越金は、前年度繰越金で科目存置。 

 ７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金は、国保税の延滞金で科目存置。次

の加算金は廃目。 

 ２項１目雑入は、健康診査等個人負担金で５万円の計上であります。 

 次の第三者納付金から特定健康診査等負担金までは、いずれも廃目であります。 

 以上で、議案第２９号の説明を終わりまして、次に、議案第３０号の説明に移りま

す。 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

                           休憩 午後 １時５９分 

                           再開 午後 ２時１２分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 
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○副町長（早坂政志君） それでは、引き続きまして、議案第３０号の説明から始めた

いと思います。 

 議案第３０号令和３年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 この会計の歳入歳出予算資料が議案説明書、資料ナンバー７４につけてありますの

で、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 それではこれより、事項別明細書の歳出から説明したいと思いますので、予算書１１

ページをお開きください。 

 ３、歳出であります。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は２億９,５７９万円、前年比４２２万８,

０００円の増額の予算計上であります。この目は、１節報酬から２６節公課費まで、例

年同様に計上し、記載のとおりとなっておりますけれども、１４ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 １４ページの１２節委託料のうち、上から５行目、医療事務につきましては、発熱外

来の実施や薬局の在庫管理などで業務を増やしまして、前年より１４７万５,０００円の

増となっております。 

 次に、１５ページの１４節工事請負費９７６万８,０００円でありますが、昨年より所

内の複数箇所での雨漏りが発生しているために、屋上の防水改修工事を行おうとするの

であります。保健センターと併せての改修となります。この内容につきましては、議案

説明書、資料ナンバー４７に保健センター、診療所屋上防水改修工事箇所図がつけてあ

りますので、後ほど御覧ください。 

 次に、１６ページをお開きください。 

 ２項１目研究研修費は１４７万円の計上で、例年同様の計上であります。 

 ２款医業費１項医業費１目医療用機械器具費は６３１万円、前年比１,４０９万円の減

額の予算計上であります。１０節需用費１１０万円は、老朽化に伴う医療機器の修繕が

多くなってきておりますことから６０万円を増額しております。１７節備品購入費の医

療用備品につきましては、平成１６年から平成２１年までに購入しました、１１年以上

使用してきております車椅子、ＡＥＤ、臨床化学分析装置、眼底カメラ、卓上シーラー

の更新でありまして、６２０万円の計上であります。 

 なお、昨年はＸ線のテレビシステムの更新で２,０３５万円を計上しておりましたの
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で、１,４１５万円分の減額となっております。 

 議案説明書、資料ナンバー７５に、この備品購入の一覧をつけておりますので、後ほ

ど御覧ください。 

 次に、２目医療用消耗器材費は１,１０８万９,０００円、前年比１１９万１,０００円

の増額の計上であります。１０節需用費の消耗品費で、新型コロナウイルス及びインフ

ルエンザ検査のキット、２００セットの購入でありまして、９６万２,０００円の増額と

なっておりますが、その他につきましては例年同様の計上であります。 

 １７ページに移りまして、３目医薬品費は１,４９１万１,０００円の計上で、この内

訳は、医薬品は、診療収入の９.５％分としまして、１,０１９万７,０００円。予防接種

ワクチンが４０２万２,０００円。血液製剤等が６９万２,０００円となっております。 

 ４目検査費は、診療収入の３％分として計上しまして、３２２万１,０００円。 

 ５目寝具費は２７万２,０００円で例年同様の計上であります。 

 ２項１目給食費は３９９万７,０００円の計上で、１６０万３,０００円の増額であり

ます。１０節需用費は例年同様の計上でありますが、１７節備品購入費は、老朽化しま

した厨房機器の更新で１４４万２,０００円を計上しております。 

 議案説明書、資料ナンバー７５に、先ほどの医療機器とともに厨房機器の備品の一覧

表をつけておりますので、後ほど御覧ください。 

 次に、１８ページをお開きください。 

 ３款公債費１項公債費１目元金と２目利子につきましては、合わせまいて３９３万

円、元金の償還が３８２万７,０００円、利子の償還が２万円、一時借入金の利子は８万

３,０００円を計上しております。 

 ２６ページに地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧ください。 

 ４款予備費１項１目予備費は前年同額の５０万円の計上であります。 

 １９ページから２５ページにかけまして、給与費明細書をつけておりますので、後ほ

ど御覧ください。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きく

ださい。 

 ２、歳入であります。 

 １款診療収入につきましては、患者数の増減は見込めませんが、診療報酬額の令和２

年度の推計から、１項入院収入は合計で１,５７５万９,０００円の計上で、２７３万９,

０００円の増額としております。 

 ２項外来収入は、次のページの計の欄を御覧いただきまして、合計で７,２１９万７,

０００円の計上で、１８９万４,０００円の減額となっております。 

 ８ページに続きます。３項その他診療収入１目諸検査等収入は１,９３７万８,０００

円の計上で、１節諸検査等収入の内訳は、事業所健康診査等９７６万４,０００円、血液

検査等２１万円、予防接種等９４０万４,０００円を見込んでおります。 
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 ２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料は３万５,０００円の計上。 

 ２項手数料１目文書料は６２万９,０００円の計上で、前年比１３万２,０００円増

額。前年実績見込額によりまして、増額の計上としております。内訳につきましては記

載のとおりであります。 

 次に、３款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は４７万２,０００円の計上

で、１節土地建物貸付収入、職員住宅３戸分であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億７,４０４万４,０００円の予

算計上で、内訳につきましては、財政対策分が１億５,４２２万９,０００円、起債償還

分が３８４万７,０００円、施設等整備費分は、屋上防水改修工事分で９７６万８,００

０円、医療機器等整備分は、備品の購入分で６２０万円であります。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金は５,３６８万５,０００円の計上で、国民健康保険

事業の特別調整交付金、へき地診療所運営費分であります。 

 ５款繰越金１項１目繰越金は、前年度繰越金で前年同額の１００万円の計上。 

 次に、６款諸収入１項１目雑入は４２９万１,０００円の計上であります。１節私用電

話料、２節雑入につきましては、１０ページの医療器具使用料等にかけまして、前年同

様の記載のとおりの計上であります。 

 次のページ、１０ページをお開きください。 

 道支出金、道補助金、総務費補助金につきましては、廃款、廃項、廃目であります。 

 以上で、議案第３０号の説明を終わりまして、次に、議案第３１号の説明に移りま

す。 

 議案第３１号令和３年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それではこれより、事項別明細書の歳出から説明したいと思いますので、予算書９

ページをお開きください。 

 予算書９ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１,３９９万１,０００円、前年度比５０

５万６,０００円の減額の予算計上であります。この目は、１節報酬から次の１０ペー
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ジ、２６節公課費まで、前年同様の計上であり、記載のとおりでありますが、１０ペー

ジを御覧ください。前年度は、国からの指導によりまして、簡易水道事業経営戦略の策

定のため、１２節委託料で３８０万６,０００円、１８節負担金補助及び交付金で、地方

公営企業法適用化事業の基本計画策定に係る北海道自治体情報システム協議会への負担

金１１６万２,０００円を計上しておりました。これにより減額となっております。 

 １１ページになりますが、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は５,２３２万

５,０００円、前年比１,６２４万１,０００円の増額の予算計上であります。８節旅費か

ら１１節役務費までは前年同様の計上。１２ページをお開きいただきまして、１２節委

託料では、例年同様の計上のほか、施設設備保守管理では、浄水場の非常用自家発電蓄

電池の取替え８１万４,０００円。ブロック形成池の水を攪拌するフロキュレータの軸方

部の修繕４９５万円、トマム地区の減圧室水道メーター設置で１９６万９,０００円の増

などで増額となっております。また、１４節工事請負費８３１万６,０００円は、道営事

業のトマム地区農道整備に伴う２２０メートルの配水管支障移転工事であります。 

 ２目施設新設改良費は１,６８７万４,０００円、前年比７３０万４,０００円の増額の

予算計上であります。１４節工事請負費の水道工事でありますが、町道宮下通りの配水

管布設替え１２７メートルで１,２３４万２,０００円の計上。次のページに移りまし

て、町道新町７号通りの配水管新設８４メートルで４５３万２,０００円の計上でありま

す。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー７６に配水管整備事業箇所図がつけてありますの

で、後ほど御覧ください。 

 ３款公債費１項公債費１目元金と２目利子は、合わせまして１億２,３１８万４,００

０円、前年比６９０万８,０００円の増額の計上であります。元金の償還が１億１,０２

７万円、利子の償還が１,２８８万９,０００円、一時借入金の利子は２万５,０００円を

計上しております。 

 ２１ページに地方債の現在高見込み調書がありますので、後ほど御覧ください。 

 ４款予備費１項１目予備費は前年同額の２００万円で計上しております。 

 １５ページから２０ページにかけまして、給与費明細書をつけておりますので、後ほ

ど御覧ください。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きく

ださい。 

 ２、歳入であります。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料は１,０９３件分で５,２００万円の

予算計上であります。 

 ２項手数料１目水道手数料は１２万円の計上で、１節設計手数料のうち、新設工事審

査手数料が５件、４万円、その他工事審査手数料が５件、２万円。２節指定手数料は、

給水装置工事事業者指定申請書審査手数料で６件、６万円の計上であります。 
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 ２款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は科目存置。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億３,００２万円、前年比１,１

７８万２,０００円の増額の予算計上でありまして、内訳は、建設改良費分が６,４８６

万６,０００円、財政対策分が６,５０９万９,０００円、地方公営企業法の適用に要する

経費が５万５,０００円であります。 

 ８ページをお開きください。 

 ４款繰越金１項１目繰越金は、前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

 ５款諸収入１項１目雑入は３３３万３,０００円、前年比２２９万５,０００円の増額

の計上で、内訳につきましては、説明欄に記載のとおりでありますが、三つ目の水道管

移設等補償費につきましては、歳出で説明いたしました道営事業のトマム地区農道整備

に伴う配水管支障移転に係る補償費であります。 

 ６款町債１項町債１目簡易水道事業債２,２４０万円の計上につきましては、配水管整

備事業で、過疎対策事業債と簡易水道事業債、それぞれ１,１２０万円の計上でありま

す。 

 以上で、歳入を終わります。 

 次に、予算書４ページをお開きください。 

 予算書４ページは、第２表地方債であります。 

 起債の目的と限度額につきましては、いずれも配水管整備事業でありまして、過疎対

策事業が１,１２０万円、簡易水道事業も１,１２０万円、合わせまして２,２４０万円で

あります。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、ここに記載のとおりであり

ます。 

 以上で、議案第３１号の説明を終わりまして、次に、議案第３２号に移ります。 

 議案第３２号令和３年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それではこれより、事項別明細書の歳出から説明したいと思いますので、予算書１０

ページをお開きください。 

 １０ページ、３、歳出であります。 
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 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２,２４６万６,０００円、前年比９２０

万５,０００円の増額の予算計上であります。この目では、地方公営企業法適用化事業と

しまして、簡易水道台帳のシステム化と同様に、下水道台帳もシステム化するための予

算を計上しております。１１ページの１２節委託料、下水道水道台帳では、公共下水道

台帳の情報データの構築業務３７２万９,０００円。１８節負担金補助及び交付金で、固

定資産台帳の整備のための自治体情報システム協議会負担金６４１万３,０００円を計上

しております。このほか１０ページの２節給料から２６節公課費まで例年同様の計上で

あります。 

 次に、２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は５,５０８万２,０００円、前年比

２２６万２,０００円の増額の計上であります。１２ページをお開きください。１２節委

託料の施設設備保守管理２２２万円のうち、平成１８年に更新し、１４年が経過した浄

化センターの無停電電源装置の更新のため１４３万円を計上しております。このほか１

１ページの１０節需用費から１２ページの１７節備品購入費まで、例年同様の計上であ

ります。 

 続きまして、１３ページの３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費は３８３万

５,０００円の計上であります。８節旅費及び１０節需用費は例年同様の計上。１４節工

事請負費は、公共汚水ますの３か所の新設で１６５万円。浄化センターの高圧充電設備

の更新で２００万円の計上であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー７７に浄化センターの機器更新の工事箇所図があり

ますので、後ほど御覧ください。 

 ４款公債費１項公債費１目元金と２目利子は、合わせて５,６１０万２,０００円、前

年比２８５万９,０００円の増額の計上であります。元金の償還が４,９９９万円、利子

の償還が６０８万７,０００円、一時借入金の利子は２万５,０００円を計上しておりま

す。 

 ２０ページに地方債の現在高見込み調書がついていますので、後ほど御覧ください。 

 １４ページをお開きいただきまして、５款予備費１項１目予備費は前年同額の１００

万円の計上しております。 

 １５ページから１９ページにかけまして、給与費明細書をつけておりますので、後ほ

ど御覧ください。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きく

ださい。 

 ２、歳入であります。 

 １款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金は、１５戸の受益者分担金で

３７万５,０００円の予算計上であります。 

 ２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料は８３４件分で２,５２０万円の計

上。 



― 49 ― 

 ２項手数料１目下水道手数料６万２,０００円は、１節下水道手数料の業者指定手数料

が１件分、新設工事審査手数料が５件分、その他工事審査手数料が３件分であります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金は１１０万円の計上で、１節下

水道事業補助金の特定環境保全公共下水道事業補助金は、浄化センターの機器更新事業

の補助金であります。 

 次、８ページをお開きください。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は１億１６４万７,０００円、前年比

６２０万１,０００円の増額の予算計上であります。内訳は、高資本費対策分６８０万

６,０００円、建設改良分３７８万円、財政対策分４,５９４万６,０００円、分流式下水

道に要する経費４,５０４万４,０００円、地方公営企業法の適用に要する経費７万１,０

００円であります。 

 ５款繰越金１項１目繰越金は前年度繰越金で、前年同額の５０万円の計上。 

 ６款町債１項町債１目下水道事業債は９６０万円の計上で、１節下水道事業債は、特

定環境保全公共下水道事業が、過疎対策事業債と下水道事業債それぞれ４０万円の、合

わせて８０万円と、地方公営企業適用化事業が、下水道事業債で８８０万円の計上であ

ります。 

 ７款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入は科目存置であります。 

 以上で、歳入を終わります。 

 次に、予算書４ページをお開きください。 

 予算書４ページにつきましては、第２表地方債であります。 

 起債の目的と限度額につきましては、過疎対策事業は、特定環境保全公共下水道事業

で４０万円、下水道事業は、特定環境保全公共下水道事業の４０万円と地方公営企業法

適用化事業の８８０万円、合わせまして９２０万円で、合計９６０万円であります。起

債の方法、利率、償還の方法につきましては記載のとおりであります。 

 以上で、議案第３２号の説明を終わりまして、続いて、議案第３３号の説明に移りま

す。 

 議案第３３号令和３年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 歳出予算の流用。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でのこれらの経費の各項の間の流用。 
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 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は５,０００万円と定めるであります。 

 それではこれより、事項別明細書により説明いたします。 

 歳出から説明いたしますので、予算書１１ページをお開きください。 

 ３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１１万２,０００円、前年比４１１万４,

０００円の減額の予算計上であります。主な減額の要因は、前年で介護保険計画策定業

務の委託料４０１万５,０００円を計上していたことであります。８節旅費、１０節需用

費は例年同様の計上で、２２節償還金利子及び割引料は、新たに一時借入金２万５,００

０円を計上いたしております。 

 ２項１目賦課徴収費は２４万５,０００円で例年同様。 

 ３項１目介護認定審査会費も２３２万円で例年同様の予算計上であります。 

 １２ページをお開きください。 

 ２目認定調査費は、認定調査を１５０件見込みまして、５９万９,０００円の予算計上

であります。 

 ２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費は１３１名分で

１億２,７７０万９,０００円。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費は４８件分、８２４万８,０００円。 

 ３目施設介護サービス給付費は、特別養護老人ホームが４０名、老人保健施設が４名

の４４名分、１億３,０９８万１,０００円。 

 ４目居宅介護福祉用具購入費は５件分、４５万円。 

 ５目居宅介護住宅改修費は５件分、９０万円の計上であります。 

 続きまして、２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費は１７名分、

３４３万５,０００円。 

 ２目介護予防サービス計画給付費は１１件分、６０万９,０００円。 

 ３目介護予防福祉用具購入費は５件分、４５万円。 

 ４目介護予防住宅改修費は３件分、５４万円。 

 ３項その他の諸費１目審査支払手数料は１５万２,０００円の計上であります。 

 １４ページをお開きください。 

 ４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費は４８名分、４６３万５,０００

円。 

 ２目高額介護予防サービス費は科目存置。 

 ５項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス費は４８名分、３

００万１,０００円。 

 ２目高額医療合算介護予防サービス費は科目存置。 
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 ６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費は４３名分、１,６５

４万５,０００円の計上であります。 

 １５ページになります。２目特例特定入所者介護サービス費、３目特定入所者介護予

防サービス費、４目特例特定入所者介護予防サービス費は、いずれも科目存置でありま

す。 

 次に、３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事業費は５５７万５,

０００円の計上で、１２節委託料及び１８節負担金補助及び交付金は、いずれも例年同

様の計上であります。 

 １２節委託料の総合事業委託料は、訪問型サービスＡの利用６名、延べ６８４回分を

見込みまして１７６万５,０００円。１８節負担金補助及び交付金の第１号事業給付費

は、訪問介護で４名、延べ４６名分を見込み、通所介護で１１名、延べ１３１名分の利

用を見込みまして、３７９万６,０００円の計上であります。 

 ２目介護予防ケアマネジメント事業費は１５万７,０００円の計上で、２節委託料は、

総合事業委託料１５件分で１０万６,０００円。 

 １６ページをお開きください。１８節負担金補助及び交付金は、第１号介護予防支援

事業費で、延べ１１人分、５万１,０００円の計上であります。 

 ２項１目一般介護予防事業費は７３万７,０００円で例年同様の計上であります。 

 なお、１２節委託料、介護予防事業につきましては、社協への委託事業で、ふまねっ

と運動１１万４,０００円、地域リハビリテーション活動事業、これは理学療法士の招聘

で、現在、足寄町国保病院に委託しておりますが、２６万４,０００円の計上でありま

す。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費８

７万２,０００円の予算計上。８節旅費で、ケアマネの研修で２４万１,０００円の増額

となっておりますが、８節旅費から次のページの１８節負担金補助及び交付金まで例年

同様の計上であります。 

 １７ページに移りまして、１２節委託料のうち介護予防サービス計画作成料は、町の

居宅介護支援事業所３６件分で２５万１,０００円であります。 

 ２目任意事業費は１６２万５,０００円で前年同様の計上であります。１１節役務費の

成年後見制度利用支援申立費は１名分、１０万９,０００円。１２節委託料、任意事業

は、社協が実施する給食サービスで、１０名の利用を見込みまして１１６万１,０００

円。１９節扶助費の給付費、地域生活支援費は、成年後見制度利用に係る報酬費助成で

３３万６,０００円の計上であります。 

 ３目認知症総合支援事業費９３万４,０００円も例年同様の計上で、１２節委託料の認

知症総合支援業務は、認知症カフェ実施の社協への委託であります。 

 １８ページをお開きください。 

 ４目生活支援体制整備事業費４７８万６,０００円は、生活支援コーディネーター業務
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の社協への委託であります。 

 ５目在宅医療・介護連携事業費２万５,０００円の計上は、新たに医療介護関係者の研

修の委託でありまして、ケアプランの演習を予定しております。 

 ４項その他諸費１目審査支払手数料は、総合事業に係る審査支払手数料で１万１,００

０円の計上。 

 ４款基金積立金１項基金積立金１目介護給付費準備基金積立金は科目存置でありま

す。 

 １９ページに移りまして、５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険

料還付金は、前年同額の１０万円の計上。 

 ２目介護給付費負担金等返還金は科目存置。 

 ２項繰出金１目他会計繰出金は、介護用品の支給事業に係る一般会計への繰出金３２

万２,０００円の計上であります。介護用品の支給事業が制度改正によりまして、介護保

険の支援事業費から一般会計の保健福祉事業の取扱いに変更されることで、保険者機能

強化推進交付金の対象とすることができることとなったために、新たに交付金を繰り出

しすることで対応しようとするものであります。 

 ６款予備費１項１目予備費１００万円は、前年同額の計上であります。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きく

ださい。 

 ７ページの歳入でありますが、歳入の説明の前に、歳出に係る財源充当の説明資料と

しまして、議案説明書、資料ナンバー７８に介護給付費財源充当資料、資料ナンバー７

９に地域支援事業財源充当資料をつけておりますので、後ほど御覧ください。 

 それでは、２、歳入であります。 

 １款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料は５,０９４万１,０００円

の予算計上であります。１節現年度分の普通徴収保険料は７２名分で３３５万６,０００

円、特別徴収保険料は８０６名分で４,７４８万５,０００円、合わせて５,０８４万１,

０００円。２節滞納繰越分は前年同額の１０万円の計上であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の２０％、施設

分１５％分の５,２９７万９,０００円の計上。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金は、介護給付費の８.４９％分の２,５２７万１,０００

円の計上。 

 ２目地域支援事業交付金は４６４万６,０００円。１節現年度分の介護予防・日常生活

支援総合事業の２５％分で１５７万２,０００円、介護予防・日常生活支援総合事業以外

の地域支援事業の３８.５％分、３０７万４,０００円の計上であります。 

 ３目保険者機能強化推進交付金は３２万２,０００円の計上。 

 ４目保険者努力支援交付金は、前年度から新設された制度でありまして、２９万８,０

００円の計上であります。 
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 ８ページをお開きください。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金は、介護給付費の１２.５％、施設分

１７.５％分の４,３７５万２,０００円の計上。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金２３２万１,０００円は、介護予防・日常生活支

援総合事業の１２.５％分、７８万６,０００円。介護予防・日常生活支援総合事業以外

の地域支援事業の１９.２５％分、１５３万５,０００円の計上であります。 

 ４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金は、介護給付費の２７

％分、８,０３６万１,０００円の計上。 

 ２目地域支援事業支援交付金１６９万９,０００円も同じく２７％分であります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金は科目存置であります。 

 ９ページの６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は４,８８８万円の予算計

上であります。１節介護給付費繰入金は、介護給付費の１２.５％で３,７２０万３,００

０円。２節事務費繰入金は４２７万１,０００円。３節地域支援事業繰入金は、介護予

防・日常生活支援総合事業の１２.５％分と事務費分を合わせまして７９万７,０００円

と、介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業の１９.２５％分と事務費を合

わせて１５４万８,０００円。４節低所得者保険料軽減繰入金が５０６万１,０００円の

計上であります。これには国２分の１、道４分の１の負担がございます。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は５１７万７,０００円の予算計上であ

ります。 

 ７款繰越金１項１目繰越金は前年度繰越金で、科目存置。 

 次に、８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金と、次の１０ページ

に移って、２目第１号被保険者過料も科目存置であります。 

 ２項雑入１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金につきましても科目存置。 

 ４目雑入４２万８,０００円は、１節雑入で、介護扶助審査判定業務費、これはケアプ

ランの作成でありますが、３６件分、２５万１,０００円。総合事業利用者負担金は、訪

問型サービスＡの利用に係る１０％分の利用者負担分１７万７,０００円の計上でありま

す。 

 次の預金利子につきましては、廃項、廃目であります。 

 以上で、議案第３３号の説明を終わりまして、次に、議案第３４号の説明に移りま

す。 

 議案第３４号令和３年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入

歳出予算」による。 

 一時借入金。 
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 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は２,０００万円と定めるであります。 

 これより、事項別明細書により説明いたします。 

 歳出から説明いたしますので、予算書９ページをお開きください。 

 ９ページ、３、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は２７９万８,０００円の予算計上でありま

す。８節旅費から１９節扶助費まで例年同様の計上でありますが、２２節償還金利子及

び割引料につきましては、新年度から一時借入金の利子分８,０００円を計上しておりま

す。 

 なお、１２節委託料の健康診断等は８０人分で７６万５,０００円に、歯科健診を新た

に加えまして、３０人分、９万円。合わせまして８５万５,０００円。各種予防接種は、

インフルエンザ予防接種で４００人分、１４０万円、共同電算処理は６００通分で１万

５,０００円、合わせまして２２７万円の計上であります。 

 １０ページをお開きください。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金１項１目後期高齢者医療広域連合納付金は４,７６

０万２,０００円の計上であります。１８節負担金補助及び交付金は全て広域連合への納

付金でありまして、事務費負担金が２０６万５,０００円、保険料等負担金は、保険料分

が３,１２４万９,０００円、保険基盤安定分が１,４２８万８,０００円、合わせまして

４,５５３万７,０００円の計上であります。 

 ３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円、２目還付加算

金１万円は、いずれも前年同額であります。 

 ４款予備費１項１目予備費３０万円も前年同額の計上であります。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に、歳入の説明をいたします。７ページをお開きく

ださい。 

 ７ページ、２、歳入であります。 

 １款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険料は、被保険者５６４名分であり

ます。 

 １目特別徴収保険料は１,７１７万５,０００円の計上でありますが、３,１０８万８０

０円の特徴率５５.２６％分の予算計上であります。 

 ２目普通徴収保険料は１,４０７万４,０００円の計上でありまして、１節現年度分の

普通徴収保険料が３,１０８万８００円の４４.７４％分、１,３９０万６,０００円と過

年度分１万円、合わせまして１,３９１万６,０００円。２節滞納繰越分が１５万８,００

０円の計上であります。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金は４７０万２,０００円の計上で、その

内訳は、広域連合事務負担分２０６万５,０００円、インフルエンザ予防接種分が１４７

万７,０００円、その他事務費分が１１６万円となっております。 
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 ２目保険基盤安定繰入金１,４２８万８,０００円は、道負担分が４分の３で１,０７１

万６,０００円、町負担分が４分の１で３５７万２,０００円であります。 

 ３款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は科目存置。 

 ２項償還金及び還付加算金１目保険料還付金の１０万円と２目還付加算金１万円の計

上につきましては、広域連合からの補塡分で、歳入歳出同額の計上となっております。 

 次に、８ページをお開きください。 

 ３項１目雑入４６万円は、広域連合からの健診の助成金であります。 

 なお、議案説明書、資料ナンバー８０に、この会計の予算の流れが分かりますフロー

図がつけてありますので、後ほど御覧ください。 

 以上で、議案第２８から議案第３４号までの説明を終わります。 

 以後、御質問によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） 副町長におかれましては、大変お疲れさまでした。 

──────────────────────────────────── 

◎延会の議決 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日は、これで延会することに決定しました。 

─────────────────────────────────── 

◎延会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 本日は、これにて延会します。 

延会 午後 ２時５７分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

  議長 

 

 

  議員 

 

 

  議員 

 

 

 


